
第８章 芸術・文化



１．芸術文化鑑賞機会提供事業

令和２年度実績   公演等総数(111回)  参加児童生徒総数(14,870人)  その他の参加者(301人) 

（１）文化庁提供事業

①「文化芸術による子供育成総合事業」（巡回公演事業）

令和２年度

開催場所 備考
児童生徒

数(人)
職員保護
者数(人) 参加校 公演数 種目 制作・公演団体・演目

恩納村立恩納小学校 7月1日 (水) １次募集 261 25 1 1

本部町立本部中学校 7月6日 (月) １次募集 80 10 1 1

大宜味村立大宜味小学校 中止 １次募集

名護市立小中一貫教育校緑風学園 7月2日 (木) １次募集 174 48 1 1

本部町立上本部小学校 7月9日 (木) WSのみ 34 2 1 1

沖縄市立越来小学校 7月10日 (金) WSのみ 37 3 1 1

沖縄市立島袋小学校 中止 １次募集

南城市立馬天小学校 中止 １次募集

沖縄市立諸見小学校 中止 １次募集

名護市立屋部小学校 中止 １次募集

うるま市立宮森小学校 中止 １次募集

名護市立名護小学校 中止 １次募集

本部町立瀬底小学校 11月19日 (木) １次募集 97 23 2 1

西原町立西原南小学校 中止 １次募集

伊江村立西小学校 1月19日 (火) １次募集 134 26 1 1

竹富町立波照間小中学校 12月18日 (金) １次募集 47 12 1 1

石垣市立平真小学校 11月6日 (金) １次募集 631 30 1 1

伊江村立伊江中学校 11月18日 (水) １次募集 117 46 1 1

久米島町立大岳小学校 11月20日 (金) １次募集 73 16 1 1

竹富町立船浦中学校 中止 追加募集 演芸 公演団体：カンジヤマ・マイム

那覇市立天妃小学校 2月17日 (水) 追加募集 150 11 1 1
ミュー
ジカル

公演団体：ACO沖縄

竹富町立西表小中学校 2月16日 (火) 追加募集 40 20 1 1 演芸 公演団体：CHURA

計22校(中止9校含) 1,875 272 14 13

人形浄
瑠璃

公演団体：
　淡路人形協会

演芸 公演団体：CHURA

オーケ
ストラ

公演団体：
京都フィルハーモニー
室内合奏団

第８章　芸術 ・文化
第１節　文化芸術の振興

　文化庁や文化財団、市町村教育委員会及び学校等との共催により、児童生徒の豊かな感性を育むとともに本県
芸術文化の振興を図ることを目的とする。児童生徒や一般県民に我が国の優れた舞台芸術等を鑑賞する機会を提
供するとともに団体等との共演に参加したりするなど、児童生徒の文化活動の充実・発展をめざし下記の事業を実
施した。

　小学校・中学校等において舞台芸術公演を行い、優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供する。その際、事前に
ワークショップを行い、児童・生徒を実演に参加させるとともに、実技指導又は鑑賞指導を行う。

開催月日

オーケ
ストラ

公演団体：広島交響楽団

音楽劇
公演団体：
　東京オペレッタ

児童劇
公演団体：
　劇団風の子九州

児童劇
公演団体：
　人形劇団クラルテ

現代舞
踊

公演団体：
　ナチュラルダンステ
アトル
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②「文化芸術による子供育成総合事業」（芸術家の派遣事業）

令和２年度

開催校 備考
児童生徒

数(人)
職員保護
者数(人)

公演
回数 分野 内容 被派遣者氏名

読谷村立古堅南小学校 １次募集 300 3 音楽 その他 比嘉　祥人

与那原町立与那原中学校 １次募集 220 3 音楽 その他 比嘉　康志
沖縄県立桜野特別支援学校 １次募集 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立沖縄高等特別支援学校 12月17日 (木) １次募集 37 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立泡瀬特別支援学校 1月13日 (水) １次募集 40 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫

 沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校 1月7日 (木) １次募集 57 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立那覇特別支援学校 １次募集 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立大平特別支援学校 12月15日 (火) １次募集 23 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立森川特別支援学校 12月15日 (火) １次募集 18 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立鏡が丘特別支援学校 12月23日 (水) １次募集 66 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫

沖縄県立沖縄盲学校 12月8日 (火) １次募集 32 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立西崎特別支援学校 2月16日 (火) １次募集 60 1 音楽 管楽器 曽根　哲夫
沖縄県立島尻特別支援学校 １次募集 90 2 音楽 その他 新崎　誠実

嘉手納町立嘉手納小学校 １次募集 303 3 演劇 現代劇 與那嶺　圭一

石垣市立川平小学校 １次募集 111 3 演劇 現代劇 島袋　寛之

南城市立知念中学校 9月15日 (火) １次募集 42 1 音楽 その他 高見　信行

南城市立佐敷中学校 １次募集 119 2 音楽 その他 高見　信行

南城市立大里中学校 9月17日 (木) １次募集 70 1 音楽 その他 高見　信行

南城市立久高中学校 10月27日 (火) １次募集 12 1 音楽 その他 喜名　雅

南城市立玉城中学校 １次募集 120 2 音楽 その他 喜名　雅

那覇市立城東小学校 １次募集 209 2 音楽 その他 比嘉　祥人
糸満市立米須小学校大度分校 12月8日 (火) １次募集 9 1 音楽 その他 松澤　つばさ
糸満市立三和中学校大度分校 12月8日 (火) １次募集 12 1 音楽 その他 松澤　つばさ

今帰仁村立今帰仁中学校 10月13日 (火) １次募集 297 1 音楽 声楽 田里　直樹

沖縄県立那覇西高等学校 １次募集 187 3 音楽 その他 新崎　誠実

宜野湾市立普天間小学校 １次募集 291 3 演劇 現代劇 與那嶺　圭一

与那国町立与那国小学校 １次募集 148 2 音楽 その他 筒井　茜

与那国町立比川小学校 11月10日 (火) １次募集 11 1 音楽 その他 筒井　茜

与那国町立久部良小学校 11月11日 (水) １次募集 47 1 音楽 その他 筒井　茜

与那国町立久部良中学校 11月11日 (水) １次募集 21 1 音楽 その他 筒井　茜

浦添市立前田小学校 １次募集 音楽 パーカッション 野尻　小矢佳

浦添市立宮城小学校 １次募集 音楽 パーカッション 野尻　小矢佳

浦添市立浦添小学校 １次募集 224 3 音楽 管楽器 比嘉　康志

浦添市立内間小学校 １次募集 音楽 パーカッション 野尻　小矢佳

浦添市立当山小学校 １次募集 180 2 音楽 弦楽器 瀧村　依里

浦添市立浦城小学校 １次募集 147 2 音楽 弦楽器 瀧村　依里

浦添市立沢岻小学校 １次募集 240 3 音楽 パーカッション 野尻　小矢佳

沖縄市立宮里小学校 １次募集 582 3 演劇 現代劇 島袋　寛之

沖縄市立島袋小学校 １次募集 225 3 演劇 現代劇 島袋　寛之

沖縄市立比屋根小学校 １次募集 演劇 現代劇 與那嶺　圭一

沖縄市立安慶田小学校 １次募集 255 3 演劇 現代劇 與那嶺　圭一

沖縄市立山内小学校 １次募集 351 3 演劇 現代劇 島袋　寛之

中止

　当該分野における講話、実技披露、実技指導等を実施する。

12/8,9,10

7/8,9,10

中止

開催月日

12/2,3

12/7,8,9

7/6,7,8

11/4,5,6

中止

11/16,17

11/18,19

9/14,16

10/29,30

2/4,5

10/20,21,22

3/8,910

11/9,10

中止

中止

12/21,22,23

11/24,25,26

中止

12/15,16,17

9/2,3,15

11/4,5,6
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沖縄市立コザ小学校 １次募集 147 3 演劇 現代劇 島袋　寛之

沖縄市立諸見小学校 １次募集 234 3 演劇 現代劇 蔵元　利貴

沖縄市立室川小学校 １次募集 153 3 演劇 現代劇 蔵元　利貴

沖縄市立北美小学校 １次募集 演劇 現代劇 與那嶺　圭一

うるま市立津堅小学校 １次募集 音楽 その他 松澤　つばさ

うるま市立津堅中学校 １次募集 音楽 その他 松澤　つばさ

うるま市立伊波中学校 12月7日 (月) １次募集 358 1 音楽 その他 松澤　つばさ

うるま市立具志川小学校 １次募集 演劇 現代劇 島袋　寛之

名護市立屋我地中学校 １次募集 音楽 管楽器 國末　貞仁

名護市立屋部中学校 １次募集 音楽 ピアノ 中川　賢一

名護市立東江中学校 １次募集 音楽 声楽 田里　直樹

名護市立屋部小学校 １次募集 333 2 音楽 ピアノ 中川　賢一

名護市立羽地中学校 １次募集 171 2 音楽 ピアノ 中川　賢一

名護市立東江小学校 １次募集 427 3 音楽 ピアノ 木内　香苗

名護市立名護小学校 １次募集 255 2 音楽 声楽 亀谷　早紀

名護市立真喜屋小学校 １次募集 音楽 声楽 亀谷　早紀

宮古島市立久松小学校 12月14日 (月) １次募集 369 1 音楽 ピアノ 棟久　木綿佳
宮古島市立平良第一小学校 １次募集 音楽 ピアノ 棟久　木綿佳

宮古島市立城辺小学校 １次募集 音楽 ピアノ 棟久　木綿佳

宮古島市立西辺小学校 12月16日 (水) １次募集 105 1 音楽 ピアノ 棟久　木綿佳

宮古島市立砂川小学校 12月15日 (火) １次募集 64 1 音楽 ピアノ 棟久　木綿佳

計63校(中止16校含) 7,772 89

③「文化芸術による子供育成総合事業」（子供　夢・アート・アカデミー）

令和２年度

開催校 備考
児童生

徒数(人)
職員保
護者数

公演回数 分野 内容 被派遣者氏名

浦添市立沢岻小学校 11月9日 (月) 123 1 美術 洋画 根岸　右司

（２）沖縄県提供事業

①沖縄県こども青少年芸術劇場

令和２年度

開催場所 備　　考
児童生

徒数(人)
職員保護
者数(人) 参加校 公演数 種目 公演団体

石垣市立白保小学校 10月14日 (水) 単独 108 14 1 1

石垣市立名蔵小中学校 10月15日 (木) 小中合同 41 15 1 1

計２校 149 29 2 2

中止

10/27,28

中止

中止

中止

　主管：義務教育課・県立学校教育課

　実施：17校　2,649名

    芸術鑑賞の機会の少ないへき地、離島等の児童生徒に、優れた舞台芸術を提供して生の芸術に触れる喜びを
与えるとともに表現活動の機会を確保することにより、児童生徒の芸術活動の機運の醸成と健全育成を図る目的で
実施。

開催月日

7/1,2,3

中止

中止

中止

11/16,17,18

7/17,8/13,14

11/19,20

中止

12/8,9

11/11,12,13

中止

中止

④「文化芸術による子供育成総合事業」－コミュニケーション能力向上事業＜学校申請方式＞

開催月日

　「日本芸術院会員」が、当該分野における講話、実技披露、実技指導等を実施する。

木管
五重奏

琉球交響楽団
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２．学校文化団体の育成・支援

(1)沖縄県高等学校文化連盟

開　催　期　間： 令和２年７月31日（金）～10月31日（土）

開　催　場　所：

参　加　部　門：

 　　　　　　　　　　　　　　　

本 県 参 加 生 徒 ： 233名（作品出品や録画動画等での参加）

 ＜主な成績＞

写真部門：

自然科学部門：

開 催 期 間 ： 令和2年9月19日(土)～11月22日(日)

開 催 場 所 ： 沖縄市民会館（総合開会式）他10会場

開 催 部 門 ： 21部門（中止3部門含む） (総参加人数：3,001人、総合開会式参加者：589人)

　　４部門（写真、新聞、放送、自然科学）のみで審査が行われた。

総合開会式：器楽管弦楽部門　沖縄合同オーケストラ　　　　　　　合唱部門　那覇高校合唱団

総合開会式：郷土芸能部門　八重山高校郷土芸能部門　「今日が日ば　黄金日ば」

③沖縄県高校生芸術文化国際交流プログラム

知念高校　島袋　禎礎（３年）　奨励賞

②第44回沖縄県高等学校総合文化祭

ポスター発表：昭和薬科大学附属高校科学部　研究奨励賞

　 本県中・高等学校における文化活動の統括をしている沖縄県高等学校文化連盟及び沖縄県中学校文
化連盟を育成・支援し、学校における文化活動の活性化を図っている。

Web上での開催

15部門（合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、マーチングバンド、郷土芸能、美術・工芸、書
道、写真、放送、弁論、文芸、自然科学、小倉百人一首かるた、ボランティア、軽音楽）

令和２年度

①第44回全国高等学校総合文化祭高知大会（新型コロナウイルス感染症対策のためWeb開催）

◆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業中止。
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(2)沖縄県中学校文化連盟

◆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

期日・場所：

参加状況：

展示部門：2,099点

◆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

③第26回沖縄県特別支援学校中学部総合文化祭

舞台の部：令和2年12月19日（土）　アイム・ユニバースてだこホール

展示の部：令和2年12月15日（火）～20日（日）
　　　　　　　沖縄県立博物館・美術館県民ギャラリー

　マーチング：うるま市立具志川中学校吹奏楽部　　　　郷土芸能：石垣市立大浜中学校郷土芸能部

　　　吹奏楽：沖縄市立美東中学校吹奏楽部　　　　　　　　　　　　　　展示の部

②第26回沖縄県中学校総合文化祭　 

　「繋ぎ繋がれ　花咲け文化　僕らが創る　未来のカタチ」のテーマの下、沖縄県中学校総合文化祭を開催
した。

舞台部門：395人　琉球舞踊、郷土芸能、合唱、吹奏楽、マーチング、リコーダー、
　　　　　　　　　　　 演劇、バンド、ダンス等

①第20回全国中学校総合文化祭　福岡大会

令和２年度
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第２節 文化財の保護 

 

１ 県文化財保護審議会   ※◎印は審議会長、○印は同代行を示す 

(1) 県文化財保護審議会 

〔任期：令和２年 8 月 1 日～令和４年 7 月 31 日〕  

◎宮里 正子        浦添市美術館長 

○本永 清       元県立高等学校長 

津波  高志     琉球大学名誉教授 

豊見山 和行     琉球大学人文社会学部教授 

田名 真之      沖縄県立博物館・美術館長 

上原 靜  沖縄国際大学名誉教授 

宮城 邦治      沖縄国際大学名誉教授 

比嘉  悦子      那覇看護専門学校非常勤講師 

伊澤 雅子     北九州市立自然史・歴史博物館長 

柳 悦州    沖縄県立芸術大学客員教授 

    

(2) 県文化財保護審議会専門委員 

〔任期：令和２年 8 月 1 日～令和４年 7 月 31 日〕  

第１専門部会（有形文化財） 

上江洲 安亨     沖縄美ら島財団事業課長 

麻生 伸一     沖縄県立芸術大学准教授 

平良 啓          沖縄県建築士会会員 

小林 純子        沖縄県立芸術大学教授 

湊   信幸    元東京国立博物館副館長 

清水 肇          琉球大学工学部教授 

第２専門部会（史跡・名勝・埋蔵文化財） 

池田  榮史       琉球大学国際地域創造学部教授  

波多野 想     琉球大学国際地域創造学部教授      

里井 洋一        琉球大学教育学部教授 

外間 政明        那覇市歴史博物館主幹 

宮城 弘樹     沖縄国際大学総合文化学部准教授 

土肥 直美       元琉球大学准教授 

第３専門部会（天然記念物） 

戸田 守        琉球大学熱帯生物圏研究センター准教授 

田吹 亮一        琉球大学名誉教授 

佐々木 健志        琉球大学教務職員 

久保田 康裕     琉球大学理学部教授 

谷口 真吾     琉球大学農学部教授 

前門 晃          琉球大学名誉教授 
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第４専門部会（無形文化財） 

仲間 伸江    琉球大学教育学部准教授 

糸数 政次    漆芸家 

上地 和夫    糸満市文化振興委員会 

川前 和香子    元県立工芸技術支援センター室長 

金城 厚    沖縄県立芸術大学名誉教授  

鈴木 耕太     沖縄県立芸術大学准教授 

第５専門部会（民俗文化財） 

萩原 左人    琉球大学国際地域創造学部教授 

久万田 晋    沖縄県立芸術大学教授 

波平 エリ子    沖縄女子短期大学准教授 

赤嶺  政信    琉球大学名誉教授 

波照間 永吉    名桜大学大学院国際文化研究科長 

稲福 みき子    沖縄国際大学名誉教授 

   

(3) 審議会の状況 

【令和２年度】 

①沖縄県文化財保護審議会第２専門部会 

 日 時：令和２年11月24日（火） 14時～15時30分 

 場 所：沖縄県立埋蔵文化財センター２階 会議室 

 内 容：1)文保審第２専門部会、諮問事項等に係る審議  

「元海底電線陸揚室（電信屋）」の指定について 

 

  ②沖縄県文化財保護審議会（書面開催） 

   日 時：令和３年３月26日（金） 

   場 所： －  

   内 容：1)調査事項の審議  

       ・県指定無形文化財「八重山古典民謡」の保持者追加認定につい

て 

       ・県指定無形文化財「八重山伝統舞踊」の保持者追加認定につい

て  

       2)答申案の審議 

       ・平成30年12月19日付け諮問第１号「元海底電線陸揚室（電信

屋）」の指定について 

       3)専門部会で調査中の諮問事項について（事務局より状況報告） 

       ・無形文化財（工芸技術）「琉球陶器」（令和２年３月17日付諮

問第４号） 
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２ 文化財の指定 

  令和２年度に新たに指定、追加指定（追加認定）、選定、選択及び登録された

文化財は、次のとおりである。 

 

種   別  新規・追加 名  称 指 定 等 年 

国指定史跡 新規指定 北谷城跡 令和３年3月26日 

国指定史跡 追加指定 
今帰仁城跡  附シイ ナ

城跡 
令和３年３月26日 

国指定史跡 追加指定 中城ハンタ道 令和３年３月26日 

登録記念物（名勝地関

係） 
新規登録 津嘉山酒造所庭園 令和３年３月26日 

登録記念物（名勝地関

係） 
新規登録 ハナンダー（自然橋） 令和３年３月26日 

国指定重要文化財  
（書籍・典籍の部）  

新規指定 

『中山世鑑』 ６冊 

『蔡鐸本中山世譜』 ７冊 

『蔡温本中山世譜』12 冊 

令和２年９月 30 日 

県指定無形文化財 保持者追加認定 

沖縄伝統音楽湛水流 

第５次認定（6 名） 

三 線 ： 城 間 盛 秋 、高 江 洲

昌 和 、渡 慶 次 哲 三 、濱 里

長 希 、宮 城 康 明 、山 内 昌

也 

令和２年５月 19 日 

県指定無形文化財 保持者追加認定 

琉球歌劇 

第４次認定 （９名） 

踊 方 ： 赤 嶺 啓 子 、安 次 嶺

利 美 、伊 良 波 さゆき、金 城

真 次 、小 嶺 和 佳 子 、髙 宮

城実人、當銘由亮 

地謡：恩納裕、宮城武碩 

令和２年５月 19 日 

県指定無形文化財 保持者追加認定 

沖縄の空手・古武術 

第４次認定（６名） 

伊 波 光 太 郎 、 伊 波 清 吉 

喜 久 川 政 成 、 高 良 信 德 

仲程 力、眞栄城守信 

令和２年５月 19 日 

登録有形文化財 

（建造物） 
新規登録 當山記念館 一棟 令和３年２月２６日 

国指定天然記念物  新規指定 
伊 平 屋 島 の ウ バ メ ガ シ 群

落 
令和 3 年 3 月 26 日 
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３ 指定文化財管理 

(1) 国指定文化財管理事業 （事業主体：沖縄県） 

事業目的:文化財保護法の規定に基づき指定された重要文化財及び名勝等の

維持管理の万全を期する。 

事業内容：① 防災設備保守点検等指定文化財である建造物等に設置した自動

火災報知設備、消火設備など及びこれらに準じる防災関係機器

の保守点検等 

②指定文化財である建造物の維持管理のための小修理 

③名勝等庭園の荒廃防止及び民家等の環境整備 

ア．名勝等に指定された庭園の適正な環境を維持するための除

草、剪定等 

イ．指定文化財である民家等の屋敷構え等の適正な環境を維持

するために行う除草、剪定等 

       ④文化財保護指導委員を 30 名委嘱し、県内に所在する国及び県指

定文化財等について、年７回の巡視を行ってもらい、その巡視内

容及び文化財の現況等を県教育委員会へ報告 

 

事 業 実績: ①～③                                 (単位：千円) 

文化財の種別 名称 市町村 所有者 令和２年度 

国指定 

重要文化財 

中村家住宅 北中城村 中村 国宏 346 

上 江 洲 家 住 久米島町 上江洲 智一 470 

石垣氏庭園 石垣市 石垣 長敏 128 

仲村渠樋川 南城市 仲村渠財産区 156 

         合     計 1,100 

 

事業費合計 

国 庫 補 助 額 275 

県 補 助 額   275 

市 町 村 及 び所 有 者 負 担 額 550 

 

事 業 実績: ④ 

 令和２年度 

国庫補助額 1,475 

県補助額 1,475 

 計  2,950 

 

４ 戦災文化財の復元整備 

  首里には戦前まで数多くの国宝級の史跡や建造物等があり、特に琉球におけ

る木造建造物として、首里城正殿、北殿、南殿、円覚寺七堂伽藍等の建造物が

あった。琉球王国の政治・経済・文化の中心的役割を果たしてきた首里城や円

覚寺等は、当時の土木建築技術の粋を集めて建設された沖縄における代表的な

文化財である。 
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 首里城城郭等の復元や円覚寺、その周辺の文化財を整備することによって、

往時の景観を回復するとともに公園整備との整合性を確保する。 

あわせて県民・国民の歴史的・文化的環境を拡充し、多方面の活用を図る。 

首里城城郭等の復元整備事業は、昭和 47 年度に着手し、平成 13 年度までに

整備が完了した。 

 平成 14 年度からは円覚寺跡の保存整備事業を実施しており、令和５年度を

目処に三門復元を行い、歴史的・文化的整備をしていく予定である。 

令和２年度は、三門周辺と境内の下草や樹木の繁茂に伴う伐採工や平成９～

28 年度までに実施した発掘調査終了後の三門と境内の遺構保護工、石階段の

修復工、工事用道路の整備（進入路改修工［アスファルト舗装撤去・打換工、

砕石舗装工、雨水排水工］）に伴う工事を実施した。 

 

５ 文化財愛護思想の普及 

（1） 文化財保護行政事務担当者研修会 

目的：各市町村の文化財保護担当者を対象にして、文化財保護行政の

   基本的な事項について研修を行うとともに、必要な情報を提供

   することによって、文化財保護行政に対する理解を深め、その

   円滑な推進を図る。 

日時： 令和２年８月６日（木） 

内容：(1) 文化財関係補助金に係る手続きについて 

    (2) 無形民俗文化財、博物館・美術館にかかる研修について 

    (3) 天然記念物の現状変更等について 

    (4) 重要文化財（建造物）の耐震対策について 

    (5) 組踊教育普及事業等について 

    (6) 『みんなの文化財図鑑』刊行事業について 

(7) 埋蔵文化財保護行政について 

    (8) 史跡名勝及び文化的景観について 

(9) 学校対象の文化芸術鑑賞提供事業について 

 

（2） 文化財愛護事業 

①「私たちの文化財」図画作品募集 

  地域に所在する文化財を題材とした図画の制作過程をとおして、文化財への

関心を喚起するとともに保護・愛護意識の高揚を図ることを目的に、５月～９

月の期間、県内小・中・高・特別支援学校の児童・生徒から広く募集した。 

 慎重な審査の結果、最優秀賞、優秀賞、佳作、入選が選出され、入賞作品と

して県教育長から表彰された。 
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小学校の応募数 

 
小学校 

１・２学年 

小学校 

３・４学年 

小学校 

５・６学年 

合 計 

（小学校） 

令和２年度 28 点(15 校) 59 点(19 校) 37 点(20 校) 124 点(32 校) 

 

中学校・高等学校・特別支援学校の応募数 

 中学校 高等学校 特別支援学校 合 計 

令和２年度 91 点(16 校) 46 点(8 校) 0 点(0 校) 137 点(24 校) 

 

入 賞 作 品 数  

 最優秀賞 優秀賞 佳作 入選 合 計 

令和２年度 5 点 10 点 25 点 35 点 75 点 

 

②  文化財愛護展示会（私たちの文化財」図画作品募集入賞作品を展示） 

期 間： 令和２年 10 月 26 日(月)～10 月 30 日(金)を 予 定 し て い た が 、  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 状 況 の 拡 大 に よ り 中 止 。  

場 所：県民ホール(県庁舎１階） 

③ 「 私 た ち の 文 化 財 」 図 画 作 品 募 集 入 賞 者 表 彰 式  

日  時 ： 令 和 ２ 年 10 月 29 日 (木 )を 予 定 し て い た が 、 新 型 コ ロ ナ  

ウ イ ル ス 感 染 状 況 の 拡 大 に よ り 中 止 。  

場  所 ： 県民ホール(県庁舎１階） 

③  文化財保護強調週間ポスター  

11 月１日～７日の文化財保護強調週間の啓発のため、「私たちの文化財」

図画作品の前年度最優秀作品より１作品を原画としてポスターを製作し、市

町村教育委員会、学校、文化財関係施設などに配付した。 

  

ポスター原画に使用した最優秀作品 

 作品名 部門 氏名・学校名・学年 

令和元年度

最優秀作品 

「 豊 年 祭（ ツ ナ ヌ ミ

ン）」 

小学校 

５・６年 

大城 勇氣丸さん 

名蔵小学校５年 
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６ 文化財の調査 

令和２年度に実施した文化財の調査は次のとおりである。 

 (1) 天然記念物 

事業名 事業総額 事業内容 

国 指 定 天 然 記 念 物 緊 急 調 査 （ト

ゲネズミ） 

3,607 千円 

国庫補助事業 

国 2,885 千円 

県 722 千円 

トゲネズミの生 態 に詳 しい専 門 家 を調 査

員として委嘱 し、生 息状 況を調査 、具体 的

な保 護 策 に向 けての資 料 とすることを目 的

とする。令和２年度は、自動カメラ及び自動

ビデオカメラによる撮 影 を行 い調 査 員 によ

る映像解析を行った。 
 
 

(2) 史跡等遺構調査(歴史活き活き!史跡等総合活用整備事業にて実施)  

事 業 名 事 業 総 額 事業内容 

国指定史跡     

 ｢ 内 間 御 殿 ｣ 

遺構調査 

（ 西 原 町 ） 

総 額 ：  6 ,257,832円  

国 ：  5 ,006,000円 

県：    269,000円 

町 ：   9 8 2 , 8 3 2 円 

東江御殿神殿基壇南側の縁石沿い及び覆堂基壇

の西側縁石沿いで発掘調査を実施した。 

国指定史跡 

「 勝 連 城 跡 」 

遺構調査 

（ う る ま 市 ） 

総 額 ： 16,953,805円  

国 ： 13 ,563 ,000円 

    県：    732,000円 

    市 ：  2 ,658,805円 

東の曲輪の遺構調査を実施した。 

 

 

国指定史跡 

「 中 城 城 跡 」 

遺構調査  

（ 中 城 村 ） 

総額： 20,008,038円 

国： 16,006,000円 

県：   864,000円 

村：  3,138,038円 

一の郭内の北側城壁内面沿において、平成元年

度に発掘した階段遺構の続きを発掘調査した。 

国指定史跡 

「今帰仁城跡附シイ

ナ城跡」（災害復旧） 

遺構調査  

（今帰仁村 ） 

  総 額 ： 22,612,000円 

    国 ： 19,220,000円 

    県 ：         0円 

    村 ：  3,392,000円 

平成30年に崩落した主郭東側城壁の石積の積み

直し工法を検討するために発掘調査を実施した。 

 

 



(4)　遺跡分布調査

(5)　埋蔵文化財発掘調査

ア 　民間（大学等）が実施する学術調査

イ 　地方公共団体が実施する開発に伴う緊急調査
項目

№

1
長崎兼久遺物散布
地

名護市 名護市教育委員会 基地建設 資料整理 2,657 沖縄防衛局

2 浜崎貝塚 伊江村 伊江村教育委員会
浸透池設
置

資料整理 4,275 伊江村

3 護岸の銃座 うるま市うるま市教育委員会
護岸改修
工事

発掘調査 5,408 沖縄県

4
平敷屋トウバル遺
跡

うるま市うるま市教育委員会
米軍施設
建設

発掘調査 4,710 環境省

5 越来グスク 沖縄市 沖縄市教育委員会
個人住宅
建設

資料整理 6,099 文化庁

6
大工廻八所集落跡
Ｂ地点ほか1遺跡

沖縄市 沖縄市教育委員会
米軍施設
移設等

資料整理 5,942 沖縄防衛局

7 嘉手納貝塚東遺跡 嘉手納町嘉手納町教育委員会 公園整備 資料整理 15,147 沖縄防衛局

8
平安山ヌ上集落
跡・上勢頭集落跡

北谷町 北谷町教育委員会
米軍施設
建設

資料整理 30,690 沖縄防衛局

9
瑞慶覧東後原近世
墓群Ａ地区

北中城村北中城村教育委員会 宅地造成 発掘調査 43,780 沖縄防衛局

10
瑞慶覧東後原近世
墓群Ｂ地区

北中城村北中城村教育委員会 宅地造成 発掘調査 30,023 沖縄防衛局

11
渡口・和仁屋近世
墓群

北中城村北中城村教育委員会 道路 発掘調査 495 沖縄県

12 糸蒲遺跡 中城村 中城村教育委員会
配水池設
置

発掘調査 8,455 中城村

13
大山東方丘陵古墓
群

宜野湾市宜野湾市教育委員会 改築 発掘調査 142 文化庁

14
喜友名・新城の宿
道　ほか２遺跡

宜野湾市宜野湾市教育委員会 支障除去 発掘調査 113,708 沖縄防衛局

15
安仁屋・新城イシ
ジャー流域古墓群

宜野湾市宜野湾市教育委員会
区画整理
事業

発掘調査 68,367 宜野湾市

16 喜友名古水田跡 宜野湾市宜野湾市教育委員会 支障除去 資料整理 86 沖縄防衛局

17
喜友名山川原丘陵
古墓群　ほか１遺
跡

宜野湾市宜野湾市教育委員会
区画整理
事業

資料整理 7,293 宜野湾市

所在地 調 査 主 体 原　因

該当無し

事業内容

遺跡詳細分布調査及び重要遺跡確
認調査（文化庁国庫補助事業）

   　総額 ：400,857千円
　   　国 ：303,084千円
　  　 県 ： 16,359千円
　 市町村 ： 81,414千円

埋蔵文化財の記録の作成又は保存に必要
な資料を得るための発掘調査及び今後開発
が予定されている地域、遺跡の整備事業に
必要な確認調査及び詳細分布調査を実施し
た。

事　業　名 事　業　総　額

業務内容
経費

（千円）
主な財源遺　跡　名
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18
宜野湾シリガーラ
流域古墓群　ほか
３遺跡

宜野湾市宜野湾市教育委員会 道路 資料整理 3,575 沖縄防衛局

19 仲間遺跡 浦添市 浦添市教育委員会
個人住宅
建設

発掘調査 629 浦添市

20 港川崎原古墓群 浦添市 浦添市教育委員会 道路 発掘調査 4,769 沖縄県

21 城間村集落跡 浦添市 浦添市教育委員会
米軍施設
建設

資料整理 25,923 沖縄防衛局

22 当山東原遺跡 浦添市 浦添市教育委員会 店舗 発掘調査 2,830 事業者

23 仲間遺跡 浦添市 浦添市教育委員会
個人住宅
建設

資料整理 2,407 文化庁

24
前田・経塚近世墓
群

浦添市 浦添市教育委員会
区画整理
事業

発掘調査
資料整理

21,800 浦添市

25 屋富祖露原古墓群 浦添市 浦添市教育委員会 支障除去 発掘調査 2,869 沖縄防衛局

26 久茂地村跡 那覇市 那覇市
その他建
物

資料整理 5,198 那覇市

27
安里羽佐間原古墓
群

那覇市 那覇市 公園整備 資料整理 1,650 沖縄県

28 末吉村跡 那覇市 那覇市 公園整備 資料整理 11,770 国土交通省

29 首里旧金城村跡 那覇市 那覇市 街路整備 資料整理 7,700 沖縄県

30 湧田村跡 那覇市 那覇市 校舎改築 発掘調査 40,150 那覇市

31
首里平良橋周辺遺
跡

那覇市 那覇市 街路整備 資料整理 8,260 国土交通省

32
ミノシン毛古墓群
ほか2遺跡

那覇市 那覇市 道路整備 発掘調査 32,400
沖縄総合事務
局南部国道事
務所

33 真地御殿後原遺跡 那覇市 那覇市 霊園 資料整理 1,711 事業者

34 東村跡 那覇市 那覇市
ホテル建
築

発掘調査 8,044 事業者

35
首里山川町の石畳
道

那覇市 那覇市
個人住宅
建設

発掘調査 1,002 文化庁

36 壺屋古窯群 那覇市 那覇市
防災設備
整備

資料整理 7,356 文化庁

37 豊見城グスク 豊見城市豊見城市教育委員会 公園整備 発掘調査 35,150 豊見城市

38 名城遺跡 糸満市 糸満市教育委員会 道路 発掘調査 31,471 沖縄県

39 東風平原遺跡 八重瀬町八重瀬町教育委員会 宅地造成 発掘調査 480 事業者

40 大見武古島遺跡 与那原町与那原町教育委員会

バイパス
工事に伴
う鉄塔移
設

資料整理 29,370 事業者

41 与那覇旧日本軍壕 南風原町南風原町教育委員会 道路 資料整理 25,190
沖縄総合事務
局南部国道事
務所
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42 ミズマ遺跡 宮古島市宮古島市教育委員会 住宅建設 発掘調査 1,711 事業者

43
友利遺跡ほか1遺
跡

宮古島市宮古島市教育委員会 住宅建設 資料整理 3,850 事業者

44
第2イリノソコ古
墓群

宮古島市宮古島市教育委員会 ほ場整備 資料整理 1,115 沖縄県

45
長浜習原古墓群ほ
か5遺跡

宮古島市宮古島市教育委員会 ほ場整備 資料整理 1,254 沖縄県

46
第2中山底の岩陰
墓

宮古島市宮古島市教育委員会 ほ場整備 発掘調査 74 沖縄県

47
西與並武の岩陰墓
郡

宮古島市宮古島市教育委員会 ほ場整備
発掘調査
資料整理

1,651 宮古島市

48 登野城遺跡ほか 石垣市 石垣市教育委員会
個人兼共
同住宅

資料整理 4,833 文化庁

49 真栄里撫原古墓群 石垣市 石垣市教育委員会
リゾート
開発

資料整理 2,450 事業者

50 平得宇部御嶽遺跡 石垣市 石垣市教育委員会 街路改良 発掘調査 3,654 石垣市

51
普天間石川原遺跡
ほか２遺跡

宜野湾
市

沖縄県立埋蔵文化財
センター

米軍施設
建設

資料整理 27,535 沖縄防衛局

52
大美御殿ほか２遺
跡

那覇市
沖縄県立埋蔵文化財
センター

学校建設
発掘調査
資料整理

49,196 沖縄県

53 鏡水原遺跡 那覇市
沖縄県立埋蔵文化財
センター

道路 資料整理 538
沖縄総合事務
局南部国道事
務所

54
楚辺徳地原遺跡C
ほか４遺跡

読谷村
沖縄県立埋蔵文化財
センター

米軍施設
建設

発掘調査
資料整理

167,575 沖縄防衛局

(6)　基地内埋蔵文化財調査

基地内埋蔵文化財詳細分布調査
（文化庁国庫補助事業）

  総額：55,831千円
　  国：43,114千円
　  県：12,717千円

米軍基地内に所在する埋蔵文化財の範囲、性
格及び内容等を確認するために、範囲確認調
査を行った。

事　業　名 事　業　総　額 事業内容
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７ 文化財保存整備 

令和２年度に実施した文化財保存整備事業は次のとおりである。 

 

(1) 無形文化財 

① 伝承者養成事業 

保持者が伝承者を対象に、実技指導等の研修会を実施し、伝承者の養成を

行った。 

 

1)国・県指定無形文化財 

令和２年度                                        〔単位：円〕          

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

喜如嘉の芭蕉布伝承者養成 喜如嘉の芭蕉布保存会 7,588,000 7,000,000 294，000 294,000 

宮 古 上 布 伝 承 者 養 成 宮古上布保持団体 8,535,000 8,000,000 267，000 268,000 

久 米 島 紬 伝 承 者 養 成 久米島紬保持団体 8,227,000 8,000,000 113,000 114,000 

組 踊 伝 承 者 養 成  一 般 社 団 法 人 伝 統 組 踊 保 存 会  12,223,575 12,000,000 75,000 148,575 

琉 球 舞 踊 伝 承 者 養 成 琉 球 舞 踊 保 存 会 9,066,383 8,825,000 105,000 136,383 

琉 球 歌 劇 伝 承 者 養 成 琉 球 歌 劇 保 存 会 1,135,893 - 648,000 487,893 

沖縄伝統音楽野村流伝承者養成 野 村 流 保 存 会 318,764 - 100,000 218,764 

沖縄伝統音楽安冨祖流伝承者養成  安 冨 祖 流 保 存 会 280,706 - 93,000 187,706 

沖縄伝統音楽湛水流伝承者養成 湛 水 流 保 存 会 51,739 - 25,000 26,739 

沖縄伝統音楽箏曲伝承者養成 箏 曲 保 存 会  309,731 - 100,000 209,731 

本場首里の織物伝承者養成 沖縄伝統本場首里織物保存会 351,000 - 259,000 92,000 

八 重 山 上 布 伝 承 者 養 成 八重山上布保存会 426,000 - 320,000 106,000 

び ん 型 伝 承 者 養 成 沖縄伝統びん型保存会 426,000 - 320,000 106,000 

※事業総額は市町村補助及び個人負担分も含む。 

 

2)国選定保存技術  

令和２年度                                                〔単位：円〕  

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

手 機 製 作 技 術 練 磨 大 城  義 政 1,123,000 1,105,000 - 18,000 

苧 麻 糸 手 績 技 術 伝 承 者 養 成  宮 古 苧 麻 績 み保 存 会  10,280,000 10,000,000 140,000 140,000 

組踊道具・衣裳製作修理技術伝承者養成 組踊道具・衣裳製作修理技術保存会 7,228,198 7,000,000 100,000 128,198 

建 造 物 琉 球 漆 塗 ・ 琉 球 赤

瓦 製 作 施 工 文 化 財 保 存 技

沖 縄 美 ら島 財 団  3,966,000 3,866,000 - 100,000 
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3)記録作成等の措置を講ずべき無形文化財（芸能の部） 

令和２年度                                                〔単位：円〕  

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

琉球古典箏曲記録保存調査 
琉 球 古 典 箏 曲  

記 録 保 存 調 査 会  
1,496,919 1,487,000 4,000 5,919 

 

② 公開事業  

全国各地で無形文化財を鑑賞する機会を設け、その一層の普及・伝承を図った。 

1)国・県指定無形文化財  

令和２年度                                        〔単位：円〕                                

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

組 踊 特 別 鑑 賞 会 一般社団法人伝統組踊保存会 2,295,552 2,256,000 19,000 20,552 

 

③ 組踊等教育普及啓発事業 

児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、組踊等沖縄伝統芸能の県内への

普及啓発を図るとともに、若手実演家の活動機会を増やすことによって、後継者の

育成を図った。 

令和２年度                                        〔単位：円〕 

事  業  名  事 業 主 体  事 業 総 額  国 庫 補 助  県 補 助  事業主体等 

組 踊 等 沖 縄 伝 統 芸 能 普 及 啓 発 事 業  一 一 般 社 団 法 人 伝 統 組 踊 保 存 会  3,166,000 ０ 3,166,000 ０ 

組 踊 等 教 育 普 及 事 業  
組 踊 ワークショップ： 

丸 正 印 刷 株 式 会 社  
7,948,939 6,359,000 1,589,939 ０ 

 

1)児童生徒の組踊等沖縄伝統芸能鑑賞会 

 事業総額：2,691 千円（執行済額 2,691 千円） 

趣  旨：児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、組踊等沖縄伝統

芸能の県内への普及啓発を図るとともに、若手実演家の活動機会を

増やすことによって、後継者の育成を図る。 

事業内容：上演演目は、組踊（執心鐘入）あるいは沖縄芝居及び沖縄伝統芸能

（琉球舞踊） 

解  説：演目解説書を児童生徒全員に配布し、演目概要等の紹介 

事前ワークショップ（ＷＳ）：希望する学校にて実施 

実演団体：一般社団法人 伝統組踊保存会 

鑑賞校、開催日時は次のとおり 

ア 県立西原高等学校（鑑賞人数 ３年生 220 人） 

    日 時：令和２年 12 月 16 日（水） 13 時 45 分開演 

    会 場：アイム・ユニバースてだこホール  

    第１部：琉球舞踊 
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    第２部：組踊「執心鐘入」 

    事前ＷＳ：12 月２日（水）14:50～15:40 受講人数：３年生 220 人 

 イ 沖縄市立越来中学校（鑑賞人数 ３年生 210 人） 

    日 時：令和２年 12 月 15 日（火） 10 時 45 分開演 

    会 場：越来中体育館 

    第１部：琉球舞踊 

    第２部：沖縄芝居「割符」 

    事前ＷＳ：12/8（火）を予定していたが、新型コロナ感染症拡大防止の

ため中止。 

 

2)組踊等教育普及事業・・・沖縄県特別推進交付金事業 

趣旨：日常生活において、組踊等沖縄の無形文化財(芸能)を鑑賞する機

会の少ない児童・生徒に対し、これを公演し観賞させることによっ

て、郷土の無形文化財（芸能）への理解と関心を深めさせ、これを

保存継承する社会的基盤の形成を図る。 

ア「組踊等教育普及事業」組踊ワークショップ・・・沖縄県特別推進交付金事業 

  事業総額：7,948 千円(国 6,359 千円 県 1,589 千円） 

目 的: 

（1）組踊をはじめとする沖縄伝統芸能を学校教育に取り入れることに

よって、児童生徒に郷土芸能への理解と関心を深めさせ、「心の教育」

に寄与する。 

（2）組踊等沖縄の無形文化財（芸能）を児童生徒に鑑賞させることに

よって、郷土の無形文化財（芸能）への理解と関心を深めさせ、こ

れを保存継承する社会的基盤の形成を図る。 

  実演団体：丸正印刷株式会社（女流組踊研究会「めばな」、ステージサ

ポート沖縄） 

  事業内容：県内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校を対象に、

組踊の三要素である唱え・琉球古典音楽・琉球舞踊をワークショッ

プにて体験する。新型コロナ感染症による緊急事態宣言等で、10 回

の公演が減、中止となるが、14 校 15 公演を開催した。 

   開催校、開催日時は次のとおり 

   （ｱ）開催校（参加人数）県立読谷高等学校（高３：19 人） 

       日 時：令和２年 10 月 22 日（木）14:00～15:30 

   （ｲ） 開催校（参加人数）浦添市立港川小学校（小５：178 人） 

日 時：令和２年 10 月 28 日（水）13:30～15:00 

（ｳ）開催校（参加人数）県立コザ高等学校（高２：40 人） 

      日 時：令和２年 11 月４日（月）14:00～15:40 

   （ｴ）開催校（参加人数）私立興南高等学校①（高１：190 人） 

      日 時：令和２年 11 月 12 日（木）11:00～12:50           
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（ｵ）開催校（参加人数）私立興南高等学校②（高１：180 人） 

      日 時：令和２年 9 月 27 日（金）13:40～15:30          

（ｶ）開催校（参加人数）宜野湾市立宜野湾小学校（小４：143 人） 

      日 時：令和２年 11 月 13 日（金）9:30～11:15         

（ｷ）開催校（参加人数）石垣市立伊原間中学校（全学年：32 人） 

      日 時：令和２年 11 月 19 日（火）14:10～16:00          

（ｸ）開催校（参加人数）宜野座村立宜野座中学校（中１：85 人） 

      日 時：令和２年 11 月 27 日（金）9:00～10:40         

（ｹ）開催校（参加人数）県立泊高等学校〔定時制〕（全学年：60 人） 

      日 時：令和２年 12 月 16 日（水）18:20～19:50          

（ｺ）開催校（参加人数）糸満市立光洋小学校（小６：92 人） 

      日 時：令和２年 12 月 17 日（木）14:00～15:40         

（ｻ）開催校（参加人数）那覇市立銘苅小学校（小５：100 人） 

      日 時：令和２年 12 月 21 日（月）10:35～12:15         

（ｼ）開催校（参加人数）南城市立船越小学校（小６：57 人） 

      日 時：令和２年 12 月 22 日（火）9:15～11:05          

（ｽ）開催校（参加人数）宮古島市立狩俣小学校（全学年：22 人） 

      日 時：令和３年１月 19 日（火）9:35～11:20        

（ｾ）開催校（参加人数）那覇市立金城中学校（中１：180 人） 

      日 時：令和３年１月 22 日（金）14:00～15:40        

（ｿ）開催校（参加人数）県立宮古工業高等学校（高 1、2：100 人） 

      日 時：令和３年３月 10 日（水）13:55～15:45 

         

 

 

 

 

 

 

 

(2) 民俗文化財 

令和２年度 

① 重無民 西表島の節祭民俗文化財伝承・活用等事業（国庫補助事業） 

事業総額 1,534,874 円（国 767,000 円、県 229,000 円、竹富町 538,874 円） 

事業主体：干立公民館 

事業期間：令和２年４月 1 日～令和３年 3 月 31 日 

事業目的：重要無形民俗文化財で使用する衣装の新調事業 

事業 内容：重要 無 形 民俗 文化 財「西 表 島 の節祭」のうち、経年 劣化による色あ

せや生地の傷みが多かった星立の節祭の主唄者であるトゥチの伝統
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的な衣装（男女タナシ各２着）を新調し、星立の節祭の概要や衣装製

作工程をまとめた記録集を作成した。 

 

② 重無民 塩屋湾のウンガミ民俗文化財伝承・活用等事業（国庫補助事業） 

事業総額 9,848,350 円（国 4,924,000 円、県 1,477,000 円、大宜味村 3,052,000

円、塩屋湾のウンガミ保存・継承委員会 395,350 円） 

事業主体：塩屋湾のウンガミ保存・継承委員会 

事業期間：令和２年４月 1 日～令和３年 3 月 31 日 

事業目的：重要無形民俗文化財で使用する祭場（田港アサギ、屋古アサギ）の建替工事 

事業内容：重要無形民俗文化財「塩屋湾のウンガミ」のとして使用される田港ア

サギと屋古アサギは、長年の使用により木材や鉄筋コンクリートの劣化

が進んでいた。重要無形民俗文化財を保存・継承していけるよう、祭

祀の安全管理を図るため建て替えを実施した。 

 

③ 第 62 回九州地区民俗芸能大会派遣事業（県単独補助事業） 

事業総額 743,510 円（県 371,000 円、団体 372,510 円） 

事業主体：当間伝統芸能保存会（南城市） 

事業期間：令和２年 11 月８日（日） 

事業目的：九州・沖縄地区に伝承されている民俗芸能の公開事業である九州 

地区民俗芸能大会への派遣を補助し、継承意欲の向上を図る。 

事業内容：中津文化会館（大分県中津市）で開催された第 62 回九州地区民 

俗芸能大会に沖縄県代表として当間伝統芸能保存会が参加し、 

「当間の獅子舞」を演舞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 天然記念物 

令和２年度 

①  天然記念物緊急調査（国庫補助事業） 

事 業 名：天然記念物緊急調査（トゲネズミ） 

事業総額：3,607 千円（国 2,885 千円、県 722 千円） 

事業主体：沖縄県 
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事業期間：令和２年４月１日～令和３年３月 31 日 

（平成 29 年度～令和３年度までの５年間継続事業） 

事業目的：沖縄本島北部に生息する野生ネズミである。生態や個体数など

については、未だ不明な点が多く近年の目撃事例も非常に少な

い。2008 年に再確認されるまで、絶滅すら危ぶまれた。ここ数

年、マングース対策事業において、混獲される事例も生じてお

り、今後具体的な保護策を講じる上でも、生息状況を把握する

ための緊急調査を実施する必要がある。  

事業内容： (1)調査地 沖縄本島北部地域 

(2)調査項目 

a)  生息実態調査   b)  行動観察等 



天然記念物の現状変更等

1 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（標識の設置）協議 ( R2.4.7 進達）

協議者（日付）：環境省沖縄奄美環境事務所長 ( R2.3.24 ）

同 意 （期間）：令和2年5月22日 付け ２受文庁第４号の112 ( R2.5.22 ～ M33.1.0 )

2 ) 【国天】船浦のニッパヤシ群落の現状変更（モニタリング調査）協議 ( R2.4.10 進達）

協議者（日付）：沖縄森林管理署長 ( R2.3.26 ）

同 意 （期間）：令和2年5月22日 付け ２受文庁第４号の65 ( R2.5.22 ～ R5.3.31 )

3 ) 【国天】ヤンバルクイナの現状変更（移動及び飼育展示）協議 ( R2.4.16 進達）

協議者（日付）：環境省沖縄奄美環境事務所長 ( R2.2.18 ）

同 意 （期間）：令和2年5月22日 付け ２受文庁第４号の142 ( R2.5.22 ～ R5.3.31 )

4 ) 【国天】米原のヤエヤマヤシ群落の現状変更（動物調査及び工作物設置）協議 ( R2.4.16 進達）

協議者（日付）：環境省沖縄奄美環境事務所長 ( R2.3.27 ）

同 意 （期間）：令和2年5月22日 付け ２受文庁第４号の143 ( R2.5.22 ～ R2.7.31 )

5 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（生息調査、試料採取）申請 ( R2.4.24 許可）

申請者（日付）：環境省沖縄奄美環境事務所長 ( R2.4.14 ）

許 可 （期間）：令和2年4月24日 付け 沖縄県教育委員会指令第18号 ( R2.4.24 ～ R5.3.31 )

6 ) 【国天】仲間川天然保護区域、星立天然保護区域の現状変更（試料採取）期変 ( R2.5.11 許可）

期変者（日付）：琉球大学理学部海洋自然科学科生物系　准教授　今井秀行 ( R2.5.11 ）

許 可 （期間）：令和2年5月11日 付け 沖縄県教育委員会指令第20号 ( R2.5.11 ～R3.12.31 )

7 ) 【国特】カンムリワシの現状変更（発信器の装着）申請 ( R2.5.11 許可）

申請者（日付）：東海大学沖縄地域研究センター　河野裕美 ( R2.4.13 ）

許 可 （期間）：令和2年5月11日 付け 沖縄県教育委員会指令第19号 ( R2.5.11 ～ R3.3,31 )

8 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.5.18 進達）

申請者（日付）：株式会社イーエーシー代表取締役　大石哲也 ( R2.4.30 ）

許 可 （期間）：令和2年6月19日 付け ２受文庁第４号の370 ( R2.6.19 ～ R5.6.30 )

9 ) 【県天】塩川の現状変更（水質調査及び機器設置）申請 ( R2.5.20 許可）

申請者（日付）： ( R2.4.27 ）

許 可 （期間）：令和2年5月20日 付け 沖縄県教育委員会指令第22号 ( R2.5.20 ～ R4.5.20 )

10 ) 【県天】宇根の大ソテツの現状変更（樹勢回復）申請 ( R2.5.20 許可）

申請者（日付）：久米島町長 ( R2.5.13 ）

許 可 （期間）：令和2年5月20日 付け 沖縄県教育委員会指令第21号 ( R2.5.20 ～ R3.3.27 )

11 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R2.5.22 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R2.5.7 ）

同 意 （期間）：令和2年6月19日 付け ２受文庁第４号の374 ( R2.6.19 ～ R3.3.31 )

12 ) 【国特】 ( R2.5.25 進達）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.5.22 ）

許 可 （期間）：令和2年6月19日 付け ２受文庁第４号の368 ( R2.6.19 ～ R5.6.30 )

13 ) 【県天】クロイワトカゲモドキ他５種の現状変更（マングース捕獲器設置）申請 ( R2.5.26 許可）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.5.22 ）

許 可 （期間）：令和2年5月26日 付け 沖縄県教育委員会指令第24号 ( R2.5.26 ～ R5.6.30 )

14 ) 【国特】 ( R2.5.28 進達）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.5.26 ）

許 可 （期間）：令和2年6月19日 付け ２受文庁第４号の371 ( R2.6.19 ～ R5.6.30 )

15 ) 【県天】クロイワトカゲモドキ他５種の現状変更（外来種捕獲器設置）申請 ( R2.6.3 許可）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.5.26 ）

許 可 （期間）：令和 2年 6月 3日 付け 沖縄県教育委員会指令第25号 ( R2.6.3 ～ R5.6.30 )

16 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.6.22 進達）

申請者（日付）：株式会社イーエーシー代表取締役大石哲也 ( R2.6.10 ）

許 可 （期間）：令和2年7月17日 付け ２受文庁第４号の655 ( R2.7.17 ～ R5.8.31 )

17 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（試料採取）申請 ( R2.6.24 許可）

申請者（日付）：株式会社フレスコア ( R2.6.8 ）

許 可 （期間）：令和2年6月24日 付け 沖縄県教育委員会指令第28号 ( R2.6.24 ～ R3.8.31 )

東京大学大学院新領域創成科学研究科　環境システム学専攻　徳永朋床

特別天然記念物ノグチゲラ、天然記念物トゲネズミ他９件の現状変更（マングース捕獲器設置）申請

特別天然記念物ノグチゲラ、天然記念物アカヒゲ他7件の現状変更（外来種捕獲器設置）申請
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18 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（調査のための捕獲）申請 ( R2.6.25 進達）

申請者（日付）：琉球大学理学部海洋自然科学科生物系　竹村明洋 ( R2.6.10 ）

許 可 （期間）：令和2年7月17日 付け ２受文庁第４号の669 ( R2.7.17 ～ R4.3.31 )

19 ) 【国天】 ( R2.6.25 進達）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.6.24 ）

許 可 （期間）：令和2年7月17日 付け ２受文庁第４号の658 ( R2.7.17 ～ R5.3.31 )

20 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（調査のための捕獲）申請 ( R2.6.26 進達）

申請者（日付）：千葉大学海洋バイオシステム研究センター　菊地友則 ( R2.4.20 ）

許 可 （期間）：令和2年7月17日 付け ２受文庁第４号の659 ( R2.7.17 ～ R3.9.30 )

21 ) 【国天】ケラマジカおよびその生息地の現状変更（工作物の設置）申請 ( R2.7.2 許可）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.6.24 ）

許 可 （期間）：令和 2年 7月 2日 付け 沖縄県教育委員会指令第31号 ( R2.7.2 ～ R5.3.31 )

22 ) 【国天】リュウキュウヤマガメの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R2.7.1 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R2.6.30 ）

同 意 （期間）：令和2年7月17日 付け ２受文庁第４号の672 ( R2.7.17 ～ R3.3.31 )

23 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（調査及び採取）申請 ( R2.7.7 許可）

申請者（日付）：東村長 ( R2.6.30 ）

許 可 （期間）：令和 2年 7月 7日 付け 沖縄県教育委員会指令第32号 ( R2.7.7 ～ R3.3.31 )

24 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（生息状況調査）申請 ( R2.7.15 許可）

申請者（日付）：中城村教育委員会教育長 ( R2.7.10 ）

許 可 （期間）：令和2年7月15日 付け 沖縄県教育委員会指令第33号 ( R2.7.15 ～ R2.8.31 )

25 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.7.27 進達）

申請者（日付）：株式会社イーエーシー代表取締役　大石哲也 ( R2.7.9 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２受文庁第４号の945 ( R2.9.18 ～ R5.8.31 )

26 ) 【県天】フタオチョウ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.7.30 許可）

申請者（日付）：宜野湾市長 ( R2.7.16 ）

許 可 （期間）：令和2年7月30日 付け 沖縄県教育委員会指令第34号 ( R2.7.30 ～ R3.3.31 )

27 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.7.30 許可）

申請者（日付）：沖縄防衛局長 ( R2.6.30 ）

許 可 （期間）：令和2年7月30日 付け 沖縄県教育委員会指令第35号 ( R2.7.30 ～ R3.3.31 )

28 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（捕獲及び飼育）申請 ( R2.8.6 許可）

申請者（日付）：一般財団法人美ら島財団理事長　花城良廣 ( R2.7.10 ）

許 可 （期間）：令和 2年 8月 6日 付け 沖縄県教育委員会指令第36号 ( R2.8.6 ～ R5.6.30 )

29 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.7.30 進達）

申請者（日付）：うるま市長 ( R2.7.29 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～ R3.7.31 )

30 ) 【国天】 ( R2.8.13 進達）

申請者（日付）：琉球大学熱帯生物圏研究センター　戸田守 ( R2.7.28 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～ R5.9.18 )

31 ) 【県天】クロイワトカゲモドキ他６種の現状変更（調査及び試料採取）申請 ( R2.8.12 許可）

申請者（日付）：琉球大学熱帯生物圏研究センター　戸田守 ( R2.7.28 ）

許 可 （期間）：令和2年8月12日 付け 沖縄県教育委員会指令第37号 ( R2.8.12 ～ R5.9.31 )

32 ) 【県天】ミヤコサワガニ、ミヤコカナヘビの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.8.13 許可）

申請者（日付）：沖縄県農林水産部宮古農林水産振興センター ( R2.7.15 ）

許 可 （期間）：令和2年8月13日 付け 沖縄県教育委員会指令第38号 ( R2.8.13 ～ R3.3.31 )

33 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.8.13 進達）

申請者（日付）：株式会社南西環境研究所　代表取締役　田中順一 ( R2.8.3 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～ R5.3.30 )

34 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.8.18 進達）

申請者（日付）：宜野湾市長　松川正則 ( R2.8.3 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～ R3.3.31 )

35 ) 【国天】塩川の現状変更（機器の設置）申請 ( R2.8.19 許可）

申請者（日付）：東京大学大学院新領域創成科学研究室 ( R2.8.6 ）

許 可 （期間）：令和2年8月19日 付け 沖縄県教育委員会指令第40号 ( R2.8.19 ～ R4.3.31 )

ケラマジカおよびその生息地の現状変更（イノシシ捕獲わな設置及び一時捕獲）申請

キシノウエトカゲ、リュウキュウヤマガメ、セマルハコガメの現状変更（調査及び試料採取）申請
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36 ) 【国天】リュウキュウヤマガメ、セマルハコガメの現状変更（移動及び展示）計変 ( R2.8.24 許可）

計変者（日付）：沖縄県教育委員会教育長 ( R2.8.24 ）

許 可 （期間）：令和 2年 9月 3日 付け ２受文庁第４号の986 ( R2.9.3 ～ R4.3.31 )

37 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R2.8.18 許可）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R2.8.11 ）

同 意 （期間）：令和 2年 9月 4日 付け ２受文庁第４号の998 ( R2.9.4 ～ R4.3.31 )

38 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R2.8.26 進達）

申請者（日付）：株式会社日建ハウジング代表取締役　眞保榮薫 ( R2.8.19 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～R3.12.31 )

39 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（調査採取）申請 ( R2.8.26 進達）

申請者（日付）：東京農工大学農学部　環境資源科学科　高田秀重 ( R2.8.21 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け ２文庁第945号 ( R2.9.18 ～ R3.3.31 )

40 ) 【国天】ツシマヤマネコの現状変更（飼育下個体の移動及び繁殖）協議 ( R2.9.3 進達）

協議者（日付）：九州地方環境事務所長 ( R2.8.6 ）

同 意 （期間）：令和2年9月18日 付け ２受文庁第４号の1043 ( R2.9.18 ～ R5.3.31 )

41 ) 【県天】ミヤコカナヘビの現状変更（調査及び移動飼育）申請 ( R2.9.7 許可）

申請者（日付）：沖縄奄美自然環境事務所長 ( R2.8.14 ）

許 可 （期間）：令和 2年 9月 7日 付け 沖縄県教育委員会指令第43号 ( R2.9.7 ～ R5.3.31 )

42 ) 【県天】 ( R2.9.10 許可）

申請者（日付）：伊是名村長 ( R2.8.13 ）

許 可 （期間）：令和2年9月10日 付け 沖縄県教育委員会指令第44号 ( R2.9.10 ～ R5.3.31 )

43 ) 【県天】イシカワガエル他3種の現状変更（外来種捕獲器設置）申請 ( R2.9.10 許可）

申請者（日付）：琉球大学教育学部　准教授　富永篤 ( R2.8.14 ）

許 可 （期間）：令和2年9月10日 付け 沖縄県教育委員会指令第45号 ( R2.9.10 ～ R4.3.31 )

44 ) 【国天】仲間川天然保護区域の現状変更（生育状況調査）協議 ( R2.9.18 進達）

協議者（日付）：沖縄森林管理署長 ( R2.9.7 ）

同 意 （期間）：令和2年10月8日 付け ２受文庁第４号の1187 ( R2.10.8 ～R5.10.31 )

45 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び調査）申請 ( R2.9.18 許可）

申請者（日付）：一般財団法人沖縄県環境科学センター　代表理事　比嘉悟 ( R2.8.18 ）

許 可 （期間）：令和2年9月18日 付け 沖縄県教育委員会指令第47号 ( R2.9.18 ～ R3.3.31 )

46 ) 【県天】万座毛石灰岩植物群落の現状変更（侵入防止柵設置）申請 ( R2.9.25 許可）

申請者（日付）：恩納村長 ( R2.9.18 ）

許 可 （期間）：令和2年9月25日 付け 沖縄県教育委員会指令第48号 ( R2.9.25 ～ R3.3.31 )

47 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（マングース捕獲器設置）申請 ( R2.9.25 進達）

申請者（日付）：環境サイエンス株式会社代表者　エリック・ニューマン ( R2.9.24 ）

許 可 （期間）：令和2年10月16日 付け ２文庁第1129号 ( R2.10.16 ～R3.12.31 )

48 ) 【国天】喜屋武海岸及び荒崎海岸の現状変更（生物調査）申請 ( R2.9.30 進達）

申請者（日付）：株式会社沖縄環境保全研究所　代表取締役　平良辰 ( R2.9.24 ）

許 可 （期間）：令和2年10月16日 付け ２文庁第1129号 ( R2.10.16 ～ R3.3.31 )

49 ) 【県天】ミヤコカナヘビの現状変更（調査及び移動）申請 ( R2.10.2 許可）

申請者（日付）：日本工営株式会社沖縄支店支店長　米城才丈 ( R2.9.18 ）

許 可 （期間）：令和2年10月2日 付け 沖縄県教育委員会指令第49号 ( R2.10.2 ～ R3.3.31 )

50 ) 【県天】 ( R2.10.2 許可）

申請者（日付）：環境サイエンス株式会社　エリック・ニューマン ( R2.9.24 ）

許 可 （期間）：令和2年10月2日 付け 沖縄県教育委員会指令第50号 ( R2.10.2 ～R3.12.31 )

51 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（昆虫採取）期変 ( R2.10.9 進達）

期変者（日付）：沖縄科学技術大学院大学学園理事長ピーター・グルース ( R2.10.2 ）

許 可 （期間）：令和2年11月25日 付け ２受文庁第４号の1291 ( R2.10.30 ～ R5.3.31 )

52 ) 【県天】イボイモリの現状変更（移動及び飼育展示）申請 ( R2.11.4 許可）

申請者（日付）：一般財団法人沖縄美ら島財団　理事長　花城良廣 ( R2.9.3 ）

許 可 （期間）：令和2年11月4日 付け 沖縄県教育委員会指令第52号 ( R2.11.4 ～ R5.3.31 )

53 ) 【県天】与那国島久部良岳天然保護区域の現状変更（通信ケーブルの設置）申請 ( R2.11.10 許可）

申請者（日付）：沖縄県知事 ( R2.10.19 ）

許 可 （期間）：令和2年11月10日 付け 沖縄県教育委員会指令第53号 ( R2.11.10 ～ R3.3.31 )

アラカ御嶽のウバメガシ群落及びリュウキュウマツ群落の植物群落の現状変更（樹木の伐採及び掘削）申請

イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（マングース捕獲わな設置等）申請
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54 ) 【国天】与那覇岳天然保護区域の現状変更（コケ植物の調査及び試料採取）申請 ( R2.11.10 許可）

申請者（日付）：広島大学大学院統合生命科学研究科　教授　山口富美夫 ( R2.10.23 ）

許 可 （期間）：令和2年11月10日 付け 沖縄県教育委員会指令第54号 ( R2.11.10 ～ R5.3.31 )

55 ) 【国天】塩川の現状変更（木竹の伐採）申請 ( R2.11.16 許可）

申請者（日付）：本部町教育委員会教育長 ( R2.10.28 ）

許 可 （期間）：令和2年11月16日 付け 沖縄県教育委員会指令第56号 ( R2.11.16 ～ R2.8.16 )

56 ) 【県天】キクザトサワヘビの現状変更（飼育）申請 ( R2.11.24 許可）

申請者（日付）：環境省沖縄奄美自然環境事務所長 ( R2.11.4 ）

許 可 （期間）：令和2年11月24日 付け 沖縄県教育委員会指令第57号 ( R2.11.24 ～ R4.3.31 )

57 ) 【県天】ミヤコカナヘビの現状変更（移動及び展示）申請 ( R2.11.18 許可）

申請者（日付）：公益財団法人日本動物園水族館協会会長　福田豊 ( R2.11.9 ）

許 可 （期間）：令和2年11月18日 付け 沖縄県教育委員会指令第58号 ( R2.11.18 ～ R3.3.31 )

58 ) 【県天】名御番所跡のフクギ群の現状変更（試料採取）申請 ( R2.11.11 許可）

申請者（日付）： ( R2.11.5 ）

許 可 （期間）：令和2年11月24日 付け 沖縄県教育委員会指令第59号 ( R2.11.24 ～ R3.3.31 )

59 ) 【国特】カンムリワシ他6件の現状変更（一時捕獲及び試料採取）申請 ( R2.11.26 許可）

申請者（日付）：公益財団法人　山階鳥類研究所　壬生基博 ( R2.11.12 ）

許 可 （期間）：令和2年11月26日 付け 沖縄県教育委員会指令第62号 ( R2.11.26 ～R5.12.31 )

60 ) 【県天】アマミヤマシギの現状変更（一時捕獲及び試料採取）申請 ( R2.11.26 許可）

申請者（日付）：公益財団法人　山階鳥類研究所　壬生基博 ( R2.11.12 ）

許 可 （期間）：令和2年11月26日 付け 沖縄県教育委員会指令第63号 ( R2.11.26 ～R5.12.31 )

61 ) 【国天】ヤンバルクイナの現状変更（一時捕獲及び試料採取）申請 ( R3.1.15 許可）

申請者（日付）：公益財団法人　山階鳥類研究所　壬生基博 ( R3.1.6 ）

許 可 （期間）：令和3年1月15日 付け 沖縄県教育委員会指令第1号 ( R3.1.31 ～ R6.1.30 )

62 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（採取）申請 ( R3.1.19 進達）

申請者（日付）：沖縄オカヤドカリ取扱商組合　組合長　新垣昭 ( R3.1.14 ）

許 可 （期間）：令和3年2月12日 付け ２文庁第1690号 ( R3.2.12 ～ R3.9.30 )

63 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.3.8 進達）

申請者（日付）：沖縄県北部農林水産振興センター所長 ( R3.12.23 ）

許 可 （期間）：令和3年2月12日 付け ２文庁第1690号 ( R3.2.12 ～ R5.3.31 )

64 ) 【県天】クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.1.20 許可）

申請者（日付）：沖縄県北部農林水産振興センター所長 ( R3.11.6 ）

許 可 （期間）：令和3年1月20日 付け 沖縄県教育委員会指令第4号 ( R3.1.20 ～ R5.3.31 )

65 ) 【国天】オカヤドカリ他2種の現状変更（一時捕獲及び移動）協議 ( R3.1.28 進達）

協議者（日付）：沖縄防衛局長 ( R2.12.25 ）

同 意 （期間）：令和3年2月25日 付け ２受文庁第４号の1978 ( R3.2.5 ～ R5.3.31 )

66 ) 【県天】万座毛石灰岩植物群落の現状変更（侵入防止柵の設置）申請 ( R3.3.10 許可）

申請者（日付）：恩納村長 ( R3.3.3 ）

許 可 （期間）：令和3年3月10日 付け 沖縄県教育委員会指令第12号 ( R3.3.10 ～ R3.4.30 )

67 ) 【国天】慶佐次湾のヒルギ林の現状変更（枯死木の除去）申請 ( R3.3.10 進達）

申請者（日付）：東村教育委員会教育長 ( R3.3.10 ）

許 可 （期間）：令和3年3月19日 付け ２文庁第1913号 ( R3.3.19 ～ R3.4.30 )

68 ) 【国天】大池のオヒルギ群落の現状変更（試料採取）申請 ( R3.3.17 許可）

申請者（日付）：琉球大学熱帯生物圏研究センター教授　梶田忠 ( R3.3.4 ）

許 可 （期間）：令和3年3月17日 付け 沖縄県教育委員会指令第14号 ( R3.3.17 ～ R3.3.29 )

69 ) 【国天】塩川の現状変更（試料採取）申請 ( R3.3.17 許可）

申請者（日付）：琉球大学教育学部教授　照屋敏明 ( R3.2.17 ）

許 可 （期間）：令和3年3月17日 付け 沖縄県教育委員会指令第15号 ( R3.3.17 ～ R4.3.31 )

70 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.3.22 進達）

申請者（日付）：名護市長 ( R3.3.12 ）

許 可 （期間）：令和3年4月16日 付け ３文庁第25号 ( R3.4.16 ～ R4.3.31 )

71 ) 【県天】イボイモリ、クロイワトカゲモドキの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.3.22 許可）

申請者（日付）：沖縄県警察本部長 ( R3.2.25 ）

許 可 （期間）：令和3年3月22日 付け 沖縄県教育委員会指令第16号 ( R3.3.22 ～ R4.3.31 )

国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所　林木育種センター所長　上練三
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72 ) 【国天】オカヤドカリの現状変更（一時捕獲及び移動）申請 ( R3.3.23 進達）

申請者（日付）：H.I.S.ホテルホールディングス ( R3.3.15 ）

許 可 （期間）：令和3年4月16日 付け ３文庁第25号 ( R3.4.16 ～ R4.4.30 )

73 ) 【県天】佐敷町冨祖崎海岸のハマジンチョウ群落の現状変更（外来植物調査）申請 ( R3.3.24 許可）

申請者（日付）：琉球大学農学部教授　モハメド　アムザト　ホサイン ( R3.3.17 ）

許 可 （期間）：令和3年3月24日 付け 沖縄県教育委員会指令第17号 ( R3.3.24 ～ R4.3.31 )

74 ) 【国天】リュウキュウヤマガメ、セマルハコガメの現状変更（調査及び試料採取）申請 ( R3.3.30 進達）

申請者（日付）：環境省沖縄奄美自然環境事務所長 ( R3.3.26 ）

同 意 （期間）：令和3年4月15日 付け ３受文庁第４号の2 ( R3.4.15 ～ R6.3.31 )

- 209 -



 
 

 
 

 

- 210 - 

(4) 建造物  

 ①重文 大宜味村役場旧庁舎 防災・耐震対策重点強化（大宜味村） 

  事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：大宜味村 

   事業目的：重要文化財の防災施設整備 

   事業内容：重要文化財の防災のための消火設備設置工事 

    令和２年度（千円） 

村負担額  315 

県補助額  115 

国庫補助額 1,717 

合計 2,147 

 

②建造物琉球漆喰・琉球赤瓦製作施工文化財保存技術（伝承）事業 

   事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：一般財団法人 沖縄美ら島財団 

   事業目的：建造物塗装及び赤瓦製造・瓦葺き技術の伝承者養成 

   事業内容：建造物塗装及び赤瓦製造・瓦葺き技術の養成に関する講義・実習 

    令和２年度（千円） 

実施団体負担額  100 

県補助額    0 

国庫補助額 3,866 

合計 3,966 

 

③重文 旧与那国家住宅府とーら 建造物保存事業（竹富町） 

   事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：竹富町 

   事業目的：重要文化財の保存・修理 

   事業内容：経年劣化による、コンクリートの劣化や木材の腐食等の補修 

    令和２年度（千円） 

町補助額  1,803 

県補助額   440 

国庫補助額  8,971 

合計 11,214 

 

④上江洲家住宅 重要文化財等防災施設整備事業（久米島町）    

事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：所有者 

   事業目的：重要文化財の防災のための消火設備設置工事 

   事業内容：重要文化財の防災のための消火用ポンプ取替工事 
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    令和２年度（千円） 

所有者負担額  1,515 

町負担額  1,515 

県補助額  1,102 

国庫補助額 16,528 

合計 20,660 

 

⑤重文 仲村渠樋川建造物保存修理（防災設備等）事業（南城市） 

   事業種別：国庫補助事業 

   事業主体：南城市 

   事業目的：国指定文化財の適正な保存・修理 

   事業内容：文化財指定敷地内の大木や枝等の剪定 

    令和２年度（千円） 

所有者負担額   117 

町負担額   117 

県補助額    0 

国庫補助額  935 

合計 1,169 

 

⑥令和 2 年度 守礼門扁額修復業務（沖縄県） 

   事業種別：県単独事業 

   事業主体：沖縄県 

   事業目的：県指定文化財の適正な保存 

   事業内容：経年劣化による、守礼門扁額の修復 

    令和２年度（千円） 

所有者負担額 2,930 

国庫補助額  0  

合計 2,930 

 

８ 記念物 

（１）史跡・名勝・文化的景観 

  本県における国指定の史跡・名勝（特別名勝、国の登録記念物を含む）及び

国選定の文化的景観、県指定の史跡・名勝の件数は合計129件（令和3年5月1日
現在）である。令和3年3月26日には北谷町の「北谷城跡（ちゃたんぐすくあと）」

が県内54番目となる国の史跡に指定され、令和3年3月26日に名護市の「津嘉山

酒造所庭園」及び八重瀬町の「ハナンダー（自然橋）」が国の登録記念物（名

勝地関係）に登録された。今後も貴重な文化財の適切な保護と保存、活用を図

るために、指定文化財の件数を増やしていく必要がある。  
  史跡・名勝等の復元整備等については、現在、国・県の指定文化財を中心に

進めている。令和2年度は国指定史跡の「中頭方西海道及び普天満参詣道」、
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「円覚寺跡」、「白保竿根田原遺跡」及び国指定名勝の「伊江御殿別邸」にお

いて史跡等保存活用計画策定事業をそれぞれ実施した。国史跡の「勝連城跡」、

「今帰仁城跡附シイナ城跡」、「中城城跡」、「具志川城跡：久米島町」、「浦

添城跡」、「知念城跡」、「内間御殿」、「伊礼原遺跡」、「北大東島燐鉱山

遺跡」、「糸数城跡」、「フルスト原遺跡」、「先島諸島火番盛（小城盛）」、

「円覚寺跡」、「今帰仁城跡附シイナ城跡」（災害復旧）、「中城城跡」（災

害復旧）、「北大東島燐鉱山遺跡（災害復旧）」、「糸数城跡（災害復旧）」、

「具志川城跡（災害復旧）：糸満市、「宇江城城跡（災害復旧）」、「座喜味

城跡（災害復旧）」及び国名勝「伊江殿内庭園」において歴史活き活き！史跡

等総合整備活用整備事業を実施した。また、「北大東島の燐鉱山由来の文化的

景観」の文化的景観保護推進事業を実施した。また、史跡等買上事業（直接買

上）では、国史跡の「勝連城跡」、「大和井」、「山田城跡」、「佐敷城跡」

にて実施し、国名勝「伊江御殿別邸庭園」、国史跡「伊礼原遺跡」については

買上事業の先行取得償還を実施した。国史跡「北大東島燐鉱山遺跡」の歴史活

き活き！史跡等総合活用整備事業、国史跡「北大東島燐鉱山遺跡」及び国史跡

「浦添城跡」の重要文化財等防災施設整備事業、「今泊フクギ屋敷林及び集落

景観」の文化的景観保護推進事業については令和2年度に事業の実施を予定し

ていたが、新型コロナウイルスの感染予防のため事業実施を令和3年度に繰り

越した。県指定史跡・名勝「首里金城町石畳道」において首里金城町石畳道保

存修理事業を、県指定史跡「ミントングスク」において県指定文化財管理事業

を実施した。  
 

①国庫補助事業 

 ア）史跡等保存活用計画策定事業  
ａ）事 業 名：史跡「中頭方西海道及び普天満参詣道」史跡等保存活用計画

策定事業  
    事業主体：浦添市  
    事業経費：2,982,000円（国2,385,000円、県0円 市597,000円）  
    事業内容：○報告書を刊行した。  
   ◇中頭方西海道及び普天満参詣道保存活用計画策定委員会  
    1)令和3年1月15日（浦添市役所）  

2)令和3年3月10日（浦添美術館）  
ｂ）事 業 名：史跡「円覚寺跡」史跡等保存活用計画策定事業  

    事業主体：沖縄県  
    事業経費：2,639,640円（国2,111,000円、県528,640円）  
    事業内容：○中間報告書を作成した。 

   ◇円覚寺跡保存活用計画策定委員会  
    1)令和3年3月19日（円覚寺跡）  

2)令和3年3月19日（株式会社国建  会議室）  
ｃ）事 業 名：史跡「白保竿根田原遺跡」史跡等保存活用計画策定事業  
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    事業主体：沖縄県  
    事業経費：2,566,992円（国2,053,000円、県513,992円）  
    事業内容：○中間報告書を作成した。  
   ◇白保竿根田原遺跡保存活用計画策定委員会  
    1)令和2年12月23、24日（石垣市八重山合同庁舎）  

2)令和3年3月（新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面開催）  
ｄ）事 業 名：名勝「伊江御殿別邸庭園」史跡等保存活用計画策定事業  

    事業主体：那覇市  
    事業経費：3,588,900円（国2,871,000円、県0円 市717,900円）  
    事業内容：○中間報告書を作成した。  
   ◇伊江御殿別邸庭園保存活用計画策定委員会  
    1)令和3年1月21日（石嶺町本字集会所）  

2)令和3年2月25日（石嶺町本字集会所）  
 イ）歴史活き活き史跡等総合活用整備事業  

ａ）事 業 名：史跡「勝連城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
      事業主体：うるま市  
    事業経費：16,953,805円（国13,563,000円、県732,000円、市2,658,805

円）  
    事業内容：○東の曲輪の遺構調査を実施した。 

○西原御門付近の旧入城路の路線に沿った導入路整備及び

 法面整備の工事を実施した。 

   ◇勝連城跡整備委員会  
    1)令和2年7月10日（うるま市役所・史跡「勝連城跡」）  
    2)令和3年3月  4日（うるま市役所・史跡「勝連城跡」）  

3)令和3年3月18日（うるま市役所・史跡「勝連城跡」）  
ｂ）事 業 名：史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」歴史活き活き！史跡等総合

活用整備事業  
    事業主体：今帰仁村  
    事業経費：1,319,000円（国1,055,000円、県0円、村264,000円）  
    事業内容：○集落遺跡跡地区等において、サイン設置（6基）工事を実施

した。 

○保存修理事業の成果公開のための整理作業を実施した。 

   ◇今帰仁城附シイナ城跡整備委員会  
   1)令和2年7月9日（今帰仁村歴史文化センター・史跡「今帰仁城跡附シイナ

城跡」）  
2)令和3年3月17日（今帰仁村歴史文化センター・史跡「今帰仁城跡附シイ

ナ城跡」）  
  ｃ）事 業 名：史跡「中城城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
    事業主体：中城村  
    事業経費：20,008,038円 (国16,006,000円、県864,000円、村3,138,038円） 
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    事業内容：○一の郭内の北側城壁内面沿いで令和元年度に発見した階段

遺構の続きを発掘調査した。 

          ○令和25年度に実施したレーザー測量した一の郭城壁等60㎡

分のデータを図化した。 

         ○平成28、29年に解体した一の郭北側城壁の一部の積み直し

を行った。 

   ◇中城城跡整備委員会  
   1)令和3年3月16日（中城城跡２階会議室）  

ｄ）事 業 名：史跡「具志川城跡：久米島町」歴史活き活き！史跡等総合活

用整備事業  
    事業主体：久米島町  
    事業経費：11,517,031円（国9,213,000円、県497,000円、町1,807,031円）  
    事業内容：○三の郭において平成30年度に崩落した石積み直下の土質を

ボーリングで調査をした。 

         ○三の郭において平成30年度及び令和2年度に崩落で緩んだ

石積の解体及び石材の回収。 

◇具志川城跡整備委員会  
     令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため現地での委員会

は実施せず、委員会資料を委員に配布して指導助言を受ける書面開催と

した。一部委員及び文化財調査官による現地指導を行った。  
ｅ）事 業 名：史跡「浦添城跡」歴史活き活き !史跡等総合整備活用整備事業  

    事業主体：浦添市  
    事業経費：8,445,774円（国6,756,000円、県363,000円、市1,326,774円）  
    事業内容：○過年度の発掘調査で確認した城壁を図化するため、レーザ

ー計測を行った。 

         ○内郭西地区の発掘調査報告書を刊行した。 

ｆ）事 業 名：史跡「知念城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
      事業主体：南城市  
    事業経費：11,019,504円 (国8,000,000円、県432,000円、市2,587,504円）  
    事業内容：○西側城壁の積み直し工事を行った。 

          ○西側城壁の写真測量を行った。 

   ◇知念城跡整備委員会  
    1)令和2年8月11日（南城市役所、知念城跡）  
    2)令和3年3月  5日（南城市役所、知念城跡）  
  ｇ）事 業 名：史跡「内間御殿」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
     事業主体：西原町  
     事業経費：6,257,832円（国5,006,000円、県269,000円、町982,832円） 
     事業内容：○東江御殿神殿基壇（南側）縁石沿い及び覆堂基壇（西側）

縁石沿いで発掘調査を行った。 

         ○内間御殿整備基本計画（令和2年度改訂版）を刊行した。 
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◇内間御殿整備委員会  
    1)令和2年12月15日（西原町立図書館、内間御殿）  
    2)令和3年  1月21日（西原町立図書館）  

3)令和3年  2月19日（西原町立図書館）  
4)令和3年  3月23日（西原町立図書館） 

  ｈ）事 業 名：名勝「伊江殿内庭園」歴史活き活き !史跡等総合活用整備事業  
      事業主体：那覇市  
    事業経費：9,739,300円（国7,791,000円、県420,000、市1,528,300円） 
    事業内容：○主庭部にある竜頭及び固定漆喰の保存処置を行った。 

          ○樹木6本を伐採し、根系の切断及び枯損処置を行った。 

◇伊江殿内庭園整備検討会及び整備委員会  
       1)令和3年2月26日（首里公民館・名勝伊江殿内庭園）  

2)令和3年3月22日（首里公民館・名勝伊江殿内庭園）  
  ｉ）事 業 名：史跡「伊礼原遺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
      事業主体：北谷町  
    事業経費：46,382,069円 (国37,105,000円、県1,074,000、町8,203,069円）  
       事業内容：○砂丘区（縄文広場）において雨水排水設備工、園路広場整

備、植栽、電気工を実施した。 

◇伊礼原遺跡整備検討会及び整備委員会  
       1)令和2年9月16日（北谷町役場）  

2)令和3年3月11日（北谷町役場・伊礼原遺跡）  
ｊ）事 業 名：史跡「糸数城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  

    事業主体：南城市  
    事業経費：15,447,525円 (国12,358,000円､県590,000円、市2,499,525円） 
    事業内容：○令和2年度にき損した南のアザナ南側城壁の解体、養生を行

った。 

         ○保存整備基本設計の基礎資料となる地形測量図を作成する

ため地形測量を行った。 

         ○保存整備基本設計を作成した。 

    ◇糸数城跡整備委員会  
1)令和2年  8月18日（南城市役所会議室・史跡「糸数城跡」）  
2)令和2年11月19日（南城市役所会議室）  
3)令和3年  2月  9日（南城市役所会議室）  
2)令和3年  3月  4日（南城市役所会議室）  

ｋ）事 業 名：史跡「フルスト原遺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備

事業  
     事業主体：石垣市  
     事業経費：5,655,482円（国4,524,000円、県243,000円、市888,482円） 
     事業内容：○第1号～4号、第10、15号石塁に表示板を設置し、市道から

の入り口二箇所に誘導版を設置した。 
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          ○フルスト原遺跡史跡整備事業報告書を刊行した。 

◇フルスト原遺跡整備委員会  
1)令和2年12月17日（石垣市教育委員会会議室・史跡「フルスト原遺跡」）  

ｌ）事 業 名：史跡「先島諸島火番盛 /小城盛」歴史活き活き！史跡等総合活

用整備事業 

    事業主体：竹富町  
    事業経費：8,552,200円（国6,841,000円、県368,000円、町1,343,200円）  
    事業内容：○平成30年度に崩落したコート盛の石積を修復し、レーザー

測量を実施した。 

ｍ）事 業 名：史跡「円覚寺跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業  
    事業主体：沖縄県  
    事業経費：26,653,056円（国21,322,000円、県5,331,056円）  
    事業内容：○三門前の石段修復工事及び工事用道路の改修、樹木の伐採  

○三門基壇の遺構上に土木シートを敷き、砕石で覆った。 

◇円覚寺跡整備委員会  
     新型コロナウイルス感染拡大防止のため委員会は実施せず、現地に

おいて整備指導を行った。  
  ｎ）事 業 名：史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」歴史活き活き！史跡等

総合活用整備事業（災害復旧） 

    事業主体：今帰仁村  
    事業経費：22,612,000円（国19,220,000円、県0円、村3,392,000円）  
    事業内容：○平成30年に崩落した主郭東側城壁において整備委員会の指

摘を受け、解体工事を行い、積み直し工法を検討するため

の発掘調査を行った。  
ｏ）事 業 名：史跡「具志川城跡：糸満市」歴史活き活き史跡等総合活用整

備事業（災害復旧）  
    事業主体：糸満市  
    事業経費：9,417,361円（国8,004,000円、県0円、市1,413,361円  
    事業内容：○令和元年に崩落した石積みを復旧し、崩落防止のための防

護ネットを設置した。 

          ○崖下海岸部への出入り口に防護柵を設置した。 
ｐ）事 業 名：史跡「宇江城城跡」歴史活き活き史跡等総合活用整備事業（災

害復旧）  
    事業主体：久米島町  
    事業経費：13,887,688円（国11,804,000円、県0円、町2,083,688円）  
    事業内容：○令和元年、2年度に崩落した城壁と崩落面に防護ネットを設

置して養生した。 

         ○崩落面の現況の詳細を得るために三次元測量を行った。 

◇宇江城城跡整備委員会  
令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため現地での委員

会は実施せず、委員会資料を委員に配布して指導助言を受ける紙面開

催とした。一部委員及び文化財調査官による現地指導を行った。 
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ｑ）事 業 名：史跡「座喜味城跡」歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業（災
害復旧）  

    事業主体：読谷村  
    事業経費：6,930,000円（国5,890,000円、県0円、村1,040,000円）  
    事業内容：○令和元年に発生した土砂崩れ箇所の調査測量を行った。 

 ウ）文化的景観保護推進事業  
  事 業 名：北大東島の燐鉱山由来の文化的景観保護推進事業   
    事業主体：北大東村  
    事業経費：7,072,000円（国5,657,000円、県0円、村1,415,000円）  
    事業内容：○令和2年度に崩落した重要構成要素の所長住宅跡石積の解

体積み直しを行った。 

         ○新型コロナウイルス感染拡大防止のため予定していた住

民ワークショップは実施せず、インタビュー及び書面回答

で住民の意見を収集した。 

◇北大東村文化的景観整備計画策定委員会  
1)令和2年10月5日（那覇市 八汐荘会議室）  
2)令和3年  3月5日（那覇市 八汐荘会議室） 

 エ）史跡等の土地買上げ事業  
  ａ）事 業 名：史跡「勝連城跡」史跡等買上げ（直接買上げ）事業  
    事業主体：うるま市  
    事業経費：3,846,040円（国3,076,000円、県0円、市770,040円）  
    買上げ実績：376.0㎡  1筆  

ｂ）事 業 名：史跡「大和井」史跡等買上げ（直接買上げ）事業  
    事業主体：宮古島市  
    事業経費：4,508,234円（国3,606,000円、県0円、市902,234円）  
    買上げ実績：340.0㎡  1筆  
    ｃ）事 業 名：史跡「山田城跡」史跡等買上げ（直接買上げ）事業  
    事業主体：恩納村  
    事業経費：35,397,380円 (国28,317,000円、県531,000円、村6,549,380円）  
    買上げ実績：10,974.0㎡  6筆  

ｄ）事 業 名：史跡「佐敷城跡」史跡等買上げ（直接買上げ）事業  
    事業主体：南城市  
    事業経費：41,984,837円 (国33,496,000円、県594,000円、市7,894,837円）  
    買上げ実績：3,509.0㎡  4筆  

ｅ）事 業 名：名勝「伊江御殿別邸庭園」史跡等買上げ（先行取得償還）事     
       業  

    事業主体：那覇市  
    事業経費：97,670,000円 (国78,136,000円､県1,758,000円､市17,776,000

円）  
    買上げ実績：平成23年度より10年間にわたり起債等による借入金を国・県

の補助を得て年次計画で償還していく。  
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ｆ）事 業 名：史跡「伊礼原遺跡」史跡等買上げ（先行取得償還）事業  
    事業主体：北谷町  
    事業経費：178,817,708円（国143,053,000円、県3,218,000円、  

町32,546,708円）  
    買上げ実績：平成24年度より10年間にわたり起債等による借入金を国・県

の補助を得て年次計画で償還していく。  
②県補助事業 

 ア）史跡・名勝保存修理事業  
    事 業 名：県指定史跡・名勝「首里金城町石畳道」保存修理事業  
    事業主体：那覇市  
    事業経費：600,000円（県300,000円、市300,000円）  
    事業内容：○石畳道の所々に石の欠損や沈下が確認されており、通行に

支障をきたしていたため補修を行った。 

 イ）管理事業 

    事 業 名：県史跡「ミントングスク」管理事業 

    事業主体：南城市 

    事業経費：100,000円（県50,000円、市50,000円）  
    事業内容：○県史跡ミントングスクの適切な保存と活用を図るために、

文化財指定地域の雑草木の除去及び清掃を史跡管理者に

委託で実施した。  

 

③史跡・名勝の現状変更等 

１）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年4月27日付け2受文庁第4号の166） 

  国営沖縄記念公園事務所による仮設解説版、御庭通路沿いのプラスチックフ

ェンス等の設置を文化庁が同意。 

２）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年4月27日付け2受文庁第4号の165） 

  国営沖縄記念公園事務所によるお庭北側のボーリング調査および平板載荷

試験を文化庁が同意。 

３）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和 2 年 4 月 21 日付け沖縄県教育委員会

指令第 16 号） 

  読谷村による樹木の伐採作業を沖縄県教育委員会が許可。 

４）史跡「中城城跡」の現状変更（令和 2 年 5 月 22 日付け 2 受文庁第 4 号の 111） 

  中城村による石積修復の工事を文化庁が許可。 

５）名勝「川平湾及び於茂登岳」の現状変更（令和2年5月22日付け2受文庁第4号

の144） 

  日本放送協会沖縄放送局による自営受電線改修を文化庁が許可。 

６）史跡「糸数城跡」の現状変更（令和2年5月22日付け2受文庁第4号の206） 

  南城市による南のアザナ南側石積みの解体及び解体箇所の養生を文化庁が

許可。 

７）名勝「東平安名崎」の現状変更（令和2年6月19日付け2受文庁第4号の334） 
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  宮古島市による下草等の伐採作業を文化庁が許可。 

８）史跡「知念城跡」の現状変更（令和2年6月19日付け2受文庁第4号の362） 

  南城市による西側城壁積み直し工事及を文化庁が許可。 

９）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年4月27日付け2受文庁第4号の165） 

  国営沖縄記念公園事務所による大龍柱の取外し及び大龍柱修復作業場の設

置を文化庁が同意。 

10）史跡「内間御殿」の現状変更（令和2年7月17日付け2受文庁第４号の573） 

  西原町による神殿基壇部外側及び先王旧宅碑基壇部外側の発掘調査等を文

化庁が許可 

11）史跡「浦添城跡」の現状変更（令和2年7月17日付け2受文庁第4号の654） 

  浦添市による内郭西地区城壁内面及び外面沿いの発掘調査を文化庁が許可。 

12）史跡「具志川城跡」の現状変更（令和2年7月17日付け2受文庁第4号の653） 

  糸満市による石積解体積み直し及び修復箇所の落石防止ネットによる被覆

を文化庁が許可 

13）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年7月17日付け2受文庁第4号の686） 

  国営沖縄記念公園事務所による寄満基壇跡への仮設プレハブの設置及び女

官居室の改修および、仮設スロープの移設と仮設筋の設置を文化庁が同意。 

14）名勝「東平安名崎」の現状変更（令和2年7月17日付け2受庁財第4号の579） 

  宮古島市による休憩施設の設置を文化庁が許可。 

15）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年7月30日付け2受文庁第4号の728） 

  国営沖縄記念公園事務所による正殿跡付近の露出配管箇所の覆砂及びコン

クリート被覆を文化庁が同意。 

16）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和2年8月28日付け沖縄県教育委員会指令

第42号） 

  読谷村による樹木の伐採作業を沖縄県教育委員会が許可。 

17）史跡「斎場御嶽」及び名勝「ｱﾏﾐｸﾇﾑｲ 斎場御嶽」の現状変更（令和2年9月18

日付け2受文庁第945号） 

  南城市による令和元年度に実施された発掘調査を文化庁後付けで許可。 

18）名勝「アマミクヌムイ ごゑく（越来グスク）」の現状変更（令和2年9月18

日付け2文庁財第945号） 

  沖縄市によるフェンスの改修を文化庁が許可。 

19）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和2年9月18日付2文庁第945

号） 

  石積崩落面の解体及び発掘調査およびサインの設置を文化庁が許可。 

20）史跡「勝連城跡」の現状変更（令和2年10月16日付け2文受庁第1129号） 

  うるま市による東の曲輪南側の発掘調査を文化庁が許可。 

21）史跡「中城城跡」の現状変更（令和2年10月16日付け2文庁第1129号） 

  中城村による階段等の設置工事を文化庁が許可。 

22）史跡「中城城跡」の現状変更（令和2年10月16日付け2受庁第1129号） 

  沖縄県土木建築部中部土木事務所によるボーリング調査を文化庁が許可。 
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23）史跡「山田城跡」の現状変更（令和2年12月18日付け2受庁第1441号） 

  恩納村による指定地南側の発掘調査を文化庁が許可。 

24）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年10月27日付け2受文庁第4号の1315） 

  国営沖縄記念公園事務所による南側城郭付近のボーリング調査及び盛土除

去を文化庁が同意。 

25）史跡「浦添城跡」の現状変更（令和2年11月20日付け2文庁第1217号） 

  浦添市による工事用仮設道路の設置及び樹木の伐採及びオーバーハング根固

め工を文化庁が許可し、期間変更 

  （令和3年3月25日付け2受文庁4号の2261）を承認。 

26）史跡「勝連城跡」の現状変更（令和2年11月20日付け2文庁第1217号） 

  うるま市による園路整備工事及び法面芝張り工事及びサイン設置を文化庁

が許可。 

27）史跡「北大東島燐鉱山遺跡」の現状変更（令和2年11月20日付け2文庁第1217

号） 

  北大東村による南側石積修復工及び南西側コンクリート壁補修工及びRC壁保

存補強工を文化庁が許可し、期間変更（令和3年3月25日付け2受文庁4号の

2262及び令和3年6月14日付け3受文庁第4号の403）を承認。 

28）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年11月13日付け2受文庁第4号の1471） 

  国営沖縄記念公園事務所による南側城壁に設置している落石防止網の撤去

を文化庁が同意。 

29）史跡「具志川城跡」の現状変更（令和2年11月20日付け2文庁第1217号） 

  久米島町による三の郭外の雑木除去、法落石の除去、三の曲輪石積解体、ボ

ーリング調査を文化庁が許可。 

30）史跡「円覚寺跡」の現状変更（令和2年11月20日付け2文庁財第1217号） 

  沖縄県による三門復元を文化庁が許可。 

31）史跡「宇江城城跡」の現状変更（令和2年12月18日付け2文庁第1441号） 

  久米島町による一の郭石積み崩落面の養生工事、樹木の伐採を文化庁が許可。 

32）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年11月12日付け2受文庁第4号の1501） 

  国営沖縄記念公園事務所による右掖門及び瑞泉門側の足場設置を文化庁が

同意。 

33）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年11月26日付け2受文庁第4号の1531） 

  国営沖縄記念公園事務所による仮設の作業員休憩所、トイレ、作業小屋、倉

庫等の設置を文化庁が同意。 

34）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和2年11月30日付け沖縄県教育委員会指令

第64号） 

  読谷村によるボーリング調査を沖縄県教育委員会が許可し、期間変更を（令

和2年12月14日付け沖縄県教育委員会指令第64-2号）を承認。 

35）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和2年11月30日付け沖縄県教育委員会指令

第65号） 

  読谷村による樹木の伐採作業を沖縄県教育委員会が許可。 



 
 

 
 

 

- 221 - 

36）史跡「伊礼原遺跡」の現状変更（令和2年12月18日付け2文庁第1441号） 

  北谷町による園路広場整備及び雨水排水設備、園路縁石、管理施設、電気水

道設備等の整備を文化庁が許可。 

37）史跡「首里城跡」の現状変更（令和2年12月9日付け2受文庁第4号の1656） 

  国営沖縄記念公園事務所による消防用送水管、給水管、汚水管等の設置を文

化庁が同意。 

38）史跡「首里城跡」の現状変更（令和3年1月14日付け2受文庁第4号の1850） 

  国営沖縄記念公園事務所による奉神門改修工事に伴う足場ステージ、足場渡

り等の設置を文化庁が同意。 

39）県史名「首里金城町石畳道」の現状変更（令和2年12月23日付け沖縄県教育委

員会指令第67号） 

  有限会社ハウス21による石畳道沿いの石積みの解体積み直し工事を沖縄県

教育委員会が許可。 

40）史跡「先島諸島火番盛（コート盛）」の現状変更（令和3年1月15日付け2文庁

第1570号） 

  竹富町による解体積み直し工事を文化庁が許可。 

41）名勝「伊江殿内庭園」の現状変更（令和3年1月15日付け2文庁第1570号） 

  那覇市による樹木の伐採作業を文化庁が許可。 

42）史跡「今帰仁城跡附シイナ城跡」の現状変更（令和3年1月18日付け沖縄県教

育委員会指令2号） 

  一般社団法人今帰仁村観光協会によるイベント開催に伴う仮設舞台等の設

置を沖縄県教育委員会が許可。 

43）史跡「知念城跡」の現状変更（令和3年3月19日付け2文庁1913号） 

  南城市による正門前の仮設階段設置を文化庁が許可。 

44）県史「西塘御嶽」の現状変更（令和3年2月9日付け沖縄県教育委員会指令6号） 

  九州地方環境事務所による説明版の撤去・新設を沖縄県教育委員会が許可。 

45）史跡「座喜味城跡」の現状変更（令和3年2月16日付け沖縄県教育委員会指令

第7号） 

  読谷村による樹木の伐採を沖縄県教育委員会が許可。 

46）県史名「首里金城町石畳道」の現状変更（令和3年2月22日付け沖縄県教育委

員会指令第9号） 

  那覇市による石畳の修繕工事を沖縄県教育委員会が許可。 

47）史跡「首里城跡」の現状変更（令和3年3月8日付け2受文庁第4号の2177） 

  国営沖縄記念公園事務所による右掖門修復工事及び仮設足場の設置を文化

庁が同意。 

48）史跡「首里城跡」の現状変更（令和3年3月8日付け2受文庁第4号の2178） 

  国営沖縄記念公園事務所による正殿遺構周辺の表流水調査を文化庁が同意。 

49）史跡「首里城跡」の現状変更（令和3年3月8日付け2受文庁第4号の2179） 

  国営沖縄記念公園事務所による奉神門前及び龍柱補修展示室前の説明版設

置を文化庁が同意。 



 
 

 
 

 

- 222 - 

50）県名勝「伊江村の城山」の現状変更（令和3年3月8日付け沖縄県教育委員会指

令第10号） 

  沖縄県農林水産部北部農林水産振興センターによる落石防護工と落石予防

工を沖縄県教育委員会が許可。 

51）県史「国学・首里聖廟石垣」の現状変更（令和3年3月8日付け沖縄県教育委員

会指令11号） 

  沖縄県による龍潭側道路に面した石積みへの落石防止網設置を沖縄県教育

委員会が許可。 

52）県史「野国貝塚群」の現状変更（令和3年3月16日付け沖縄県教育委員会指令

13号） 

  米空軍第718施設中隊施設管理部による光ファイバーケーブル敷設工事を沖

縄県教育委員会が許可。  
 

 

９ 銃砲刀剣類の登録 

 銃砲刀剣類の所持については、「銃砲刀剣類所持等取締法」による定めがある。 

その中でもとりわけ「美術品若しくは骨董品として価値のある火縄式鉄砲などの

古式銃砲または美術品として価値のある刀剣類」の登録については、平成 12 年

度の同法改正により、それまでの文化庁長官の機関委任事務から都道府県の自治

事務となったため、県教育委員会が任命した銃砲刀剣類登録審査委員の鑑定に基

づいて行うことになっている。銃砲刀剣類登録審査委員の任期は２年である。 

令和２年度は令和３年３月 23 日（火）に登録審査会を行い、新規登録を行っ

た。県内における銃砲刀剣類の登録件数は、令和３年３月 31 日現在で 1,075 件

となっている。 

 

令和２年度 

区分 種別 申請件数 登録件数 

刀剣類 

た ち 0 0 

刀 2 2 

わ き ざ し 3 3 

短 刀 2 2 

や り 1 1 

な ぎ な た 0 0 

古式銃砲 
火 縄 銃 0 0 

その他の古式銃砲 0 0 

合  計 8 8 
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10 みんなの文化財図鑑刊行事業 

○事業目的 

沖縄の歴史・文化への普及・啓発を行うため、国指定文化財、県指定文化財、 

市町村指定文化財を紹介する書籍、５冊を刊行する。刊行後は、県内の学校及

び公立図書館を中心に配布する。  

○事業概要 

沖縄県の文化財を広く普及するために、「有形文化財編」「無形・民俗文化

財編」「史跡・名勝編」「天然記念物編」「埋蔵文化財編」を作成する。令和

２年度は「無形文化財・民俗文化財編」を刊行、小中学校、高等学校、公立図

書館など 612 ヶ所に配布した。 

 

 

 

 

 

 

11 郷土文化保護育成 

 (1) 沖縄県立埋蔵文化財センター事業 

県立埋蔵文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究及び保存を行うとともに、

その活用を図り、教育、学術及び文化の発展に寄与することを目的としている。 

具体的には、団体見学の受け入れや体験学習、企画展、文化講座の開催をは

じめ、資料の貸し出しと閲覧室の開放などを行っている。 

これらを通して、埋蔵文化財に関する情報の活用を図り、県民をはじめとする多く

の人々が、沖縄県の埋蔵文化財の重要 性について理解を深めることを目途として

いる。 
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①常設展示 

１）常設展示室 

常設展示室は、10 のテーマに沿ったコーナー展示を行っている。中央には、

これまでの発掘調査の成果をもとに再現した「2,000 年前の琉球のムラ」のジオ

ラマ（模型）を配置し、当時の食べ物を復元した「琉球御膳」や埋葬の様子がわ

かる「石棺墓の半截模型」を設置している。 

各コーナーには時代ごとの沖縄の歴史と文化を遺跡、遺物を通して理解でき

るよう解説している。 

 

２）体験学習室 

体験学習室は、見て、触れて、作る活動を通して、先人の知恵を体感すること

を目的としている。 

まず、考古学の研究方法の一つである型式学について、斧の形の移り変わり

やさまざまな土 器のレプリカを通して理解することができる。また、発掘調 査の集

大成である調査報告書を作成するまでの出土遺物の整理（注記、実測、復元作

業等）方法を学ぶことができる。 

今後とも、考古学に関するさまざまな体験学習ができるように、内容を充実させ

ていく。 

 

②企画展示 

１）発掘調査速報展 

当センターが前年度に行った発掘調査や分布調査の成果を、出土品の展示

や遺構の写真、解説パネルを用い、広くかつ迅速に公開する。 

 

２）企画展 

特定の考古資料や、特定の時期、地域をテーマにして、主な出土品を特集し

た展示をおこなっている。 

 

３）重要文化財公開「首里城京の内跡出土品展」 

当センターには、国指定の重要文化財「首里城京の内跡出土陶磁器」518 点

を所蔵している。貴重な重要文化財の価値を広く一般に公開するため、テーマを

設け企画展示する。 
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令和２年度 企画展一覧 

 

企画展名 開催期間 会場 

沖縄県の戦争遺跡 

～歩いていける戦争遺跡～ 
令和２年９月８日～10月４日 

エ ン ト ラ ン ス ホ

ール 

発掘調査速報２０２０ 令和２年９月８日～10月４日 企画展示室 

埋 蔵文 化 財センター20年の

歩み 
令和２年10月27日～12月20日 企画展示室 

特別企画展 

首里城正殿跡出土品展 
令和３年２月14日～３月21日 企画展示室 

 

③普及活動 

1）団体見学 

当センターは、学校や自治会などの団体見学を受け入れており、職員に

よる解説や指導、体験学習を行うことができる。令和２年度は５団体（72

名）を受け入れた。 

 

2）文化講座 

第 83 回文化講座「琉球文化の象徴－首里城正殿－」 

日 時：令和２年６月 20 日（土） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：上原靜（沖縄国際大学教授） 

 

第 84 回文化講座「発掘調査速報 2020」 

日 時：令和２年８月 29 日（土） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：田村薫、荻堂匠美、片桐千亜紀（当センター職員） 

    大堀皓平（県教育庁文化財課） 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う臨時休所のため中止 

 

第 85 回文化講座「埋蔵文化財センター20 年の歩み」 

日 時：令和２年 11 月７日（土） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：金城亀信、盛本勲、大城慧（当センター職員） 
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第 86 回文化講座「陶磁器観察のポイント」 

「遺物から解明した龍柱の形態について」 

日 時：令和３年２月 14 日（土） 

場 所：県立埋蔵文化財センター研修室 

講 師：玉城綾（当センター職員） 

西村貞雄（琉球大学名誉教授） 

 

3） 体験学習 

       夏休み体験学習「土器作り」 

日 時：令和２年８月１日（土） 

会 場：県立埋蔵文化財センター研修室 

参加者：小学生と中学生（小学校４年生以下は保護者同伴） 

講 師:当センター職員 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う臨時休所のため中止 
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第３節 史料編集事業

沖縄県の先史から現代までの歴史を扱う「新沖縄県史」の編集・刊行を行うとともに、

沖縄と中国・東南アジア・朝鮮等との交流の歴史を示す第一級の資料である「歴代宝案」

の校訂本及び訳注本の編集・刊行を行っている。

新沖縄県史編集事業は平成５年度にスタートし、編集基本計画(平成27年最終改正)に基

づいて、史料調査を行うとともに、各論編・図説編・資料編・概説書・ビジュアル版等の

企画・編集・刊行業務を進めている。歴代宝案編集事業は平成元年度にスタートし、刊行

計画に基づき校訂本及び訳注本の刊行その他関連資料の編集・刊行業務を行っている。

平成24年度からは沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）を活用し、「琉球王国外交文

書等の編集刊行及びデジタル化事業」により「歴代宝案」の編集・刊行業務を進めてい

る。また、同交付金を活用し、平成28年度から「近代沖縄史料デジタル化事業」を行って

おり、沖縄戦で焼失した近代沖縄の史料の収集と保存・継承及び利活用を図ることを目的

にインターネット公開の準備を進めている。

１ 編集委員会

１－１ 新沖縄県史

(1) 新沖縄県史編集委員会 ◎印は会長、○印は副会長

〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

◎ 吉 浜 忍 元沖縄国際大学教授

○ 宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

赤 嶺 政 信 琉球大学名誉教授

新 垣 安 子 女性史・移民研究者

狩 俣 繁 久 琉球大学名誉教授

久 万 田 晋 沖縄県立芸術大学附属研究所教授

近 藤 健 一 郎 北海道大学大学院教授

里 井 洋 一 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

豊 見 山 和 行 琉球大学教授

鳥 山 淳 琉球大学教授

波 照 間 永 吉 名桜大学大学院教授

比 嘉 悦 子 沖縄県文化財保護審議会委員

前 泊 博 盛 沖縄国際大学教授

(2) 新沖縄県史専門部会 ◎印は部会長、○印は副部会長

① 刊行計画検討専門部会
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〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

◎ 吉 浜 忍 元沖縄国際大学教授

○ 宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

里 井 洋 一 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

豊 見 山 和 行 琉球大学教授

② 各論編 民俗部会

〔任期：令和元年12月１日～令和３年11月30日〕

＊の委員は令和２年６月１日～令和４年５月31日

◎ 赤 嶺 政 信＊ 琉球大学名誉教授

○ 稲 福 み き 子 沖縄国際大学名誉教授

波 平 エ リ 子 沖縄女子短期大学准教授

萩 原 左 人 琉球大学教授

本 永 清 沖縄県文化財保護審議会委員

③ 各論編 現代部会

〔任期：令和２年６月１日～令和４年５月31日〕

＊の委員は令和元年12月１日～令和３年11月30日

◎ 前 泊 博 盛 沖縄国際大学教授

○ 鳥 山 淳 琉球大学教授

仲 本 和 彦＊ 公益財団法人沖縄県文化振興会公文書管理課資料公開班長

宮 城 晴 美 元那覇市歴史博物館主幹

④ 各論編 言語部会

〔任期：令和２年８月10日～令和４年８月９日〕

＊の委員は令和２年６月１日～令和４年５月31日

◎ 狩 俣 繁 久＊ 琉球大学名誉教授

○ 仲 原 穣 琉球大学・名桜大学・沖縄国際大学等非常勤講師

下 地 賀 代 子 沖縄国際大学准教授

下 地 理 則 九州大学大学院准教授

當 山 奈 那 琉球大学准教授

⑤ 各論編 芸能部会

〔任期：令和２年10月１日～令和４年９月30日〕

＊の委員は令和２年10月１日～令和４年５月31日

◎ 比 嘉 悦 子＊ 沖縄県文化財保護審議会委員

○ 久 万 田 晋＊ 沖縄県立芸術大学附属研究所教授
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金 城 厚 東京音楽大学民族音楽研究所教授

鈴 木 耕 太 沖縄県立芸術大学准教授

三 島 わ か な 沖縄県立芸術大学非常勤講師

１－２ 歴代宝案

(1) ◎印は委員長、○印は副委員長歴代宝案編集委員会

〔任期：令和元年10月１日～令和３年９月30日〕

◎ 金 城 正 篤 琉球大学名誉教授

○ 濱 下 武 志 東洋文庫研究部長

赤 嶺 守 名桜大学特任教授

生 田 滋 大東文化大学名誉教授

井 上 秀 雄 沖縄県立芸術大学名誉教授

上 里 賢 一 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

都 築 晶 子 龍谷大学名誉教授

豊見山 和 行 琉球大学教授

西 里 喜 行 琉球大学名誉教授

夫 馬 進 京都大学名誉教授

渡 辺 美 季 東京大学大学院准教授

(2) 歴代宝案編集委員会（作業部会） ◎印は部会長、○印は副部会長

〔任期：令和元年10月１日～令和３年９月30日〕

◎ 田 名 真 之 沖縄県立博物館・美術館長

○ 赤 嶺 守 名桜大学特任教授

井 上 秀 雄 沖縄県立芸術大学名誉教授

上 里 賢 一 琉球大学名誉教授

金 城 正 篤 琉球大学名誉教授

高 良 倉 吉 琉球大学名誉教授

豊見山 和 行 琉球大学教授

西 里 喜 行 琉球大学名誉教授

２ 委員会の状況

２－１ 新沖縄県史

(1) 新沖縄県史編集委員会

日時：令和３年２月５日（金）～19日（金）

場所：書面審議（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）
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内容：Ⅰ 会長及び副会長の選出

Ⅱ 議事

１ 報告事項

(1) 令和元年度新沖縄県史編集委員会報告

(2) 令和元年度刊行物及び令和２年度刊行物について

(3) 令和２年度各専門部会及び編集協力会議について

・刊行計画検討専門部会

・各論編：民俗、現代、言語、芸能

・ビジュアル版「沖縄戦」編集協力会議

(4) 県史料有償頒布について

(5) 「近代沖縄史料デジタル化事業」について

(6) ベッテルハイム日誌日本語翻訳版刊行について

(7) 広報活動について

(8) 第３次刊行計画について

２ 審議

(1) 各論編「現代」の内容構成・執筆者の承認について

(2) 第４次刊行計画策定スケジュールの変更について

(3) 第４次刊行計画策定の方針及びヒアリングについて

(2) 新沖縄県史編集専門部会

① 新沖縄県史刊行計画検討専門部会

第１回 日時：令和２年12月10日（木）9:30～11:30、WEB会議

内容：各論編「現代」コラム執筆者の承認について

第三次刊行計画について

第四次刊行計画策定スケジュールの修正について

第四次刊行計画策定の方針・ヒアリングについて

令和２年度新沖縄県史編集委員会の内容及び進め方について

第２回 日時：令和３年３月２日（火）14:00～16:00、WEB会議

内容：令和２年度新沖縄県史編集委員会における審議について

ヒアリングについて

② 各論編 現代部会

第１回 日時：令和２年６月17日（水） 9:30～11:30

内容：コラム案、執筆者の決定

第２回 日時：令和２年８月21日（金）13:30～15:30

内容：提出原稿の検討

第３回 日時：令和２年10月28日（水） 9:00～12:00

内容：提出原稿の検討
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第４回 日時：令和２年12月１日（火）9:00～12:00

内容：提出原稿の検討

第５回 日時：令和３年１月20日（水）9:00～12:00

内容：提出原稿の検討

第６回 日時：令和３年２月19日（金）9:00～12:00

内容：提出原稿の検討

第７回 日時：令和３年３月11日（木）9:00～12:00

内容：提出原稿の検討

③ 各論編 言語部会

第１回 日時：令和２年７月22日（水）15:00～17:30

内容：刊行スケジュール案、執筆要領検討他

第２回 日時：令和２年８月11日（火 ）9:30～12:00

内容：モデル原稿の確認、執筆要領の確認(前半)

第３回 日時：令和２年８月27日（木）13:00～16:00

内容：執筆仮依頼について、サンプル原稿の内容検討

第４回 日時：令和２年12月28日（月）9:30～12:00

内容：刊行スケジュールの確認、モデル原稿の内容確認

第５回 日時：令和３年３月３日（水）9:30～12:00

内容：モデル原稿の内容確認、執筆要領冒頭部分最終確認

④ 各論編 芸能部会

第１回 日時：令和３年３月15日（月）11:00～12:30

内容：刊行スケジュール、編集方針、内容構成他

２－２ 歴代宝案

(1) 歴代宝案編集委員会

日時：令和３年３月１日～29日

場所：書面審議（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

内容：１ 審議

(1) 宝案概説の作成方針について

(2) 歴代宝案デジタルアーカイブ（仮）の公開方針について

２ 報告

(1) 校訂本（活字本）・訳注本の進捗状況について

(2) 令和元年度刊行物及び令和２年度予定刊行物について

(3) 令和２年度国内及び国外調査について

(4) 第13回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム（沖縄開催）に

ついて
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(5) 普及事業について

(2) 歴代宝案編集委員会作業部会

第１回 日時：令和２年７月30日（木）10:00～12:00

場所：沖縄県立埋蔵文化財センター研修室

内容：１ 審議

(1) 刊行物（概説）の内容について

２ 報告

(1) 令和２年度国内・国外調査について

(2) 令和元年刊行物・令和２年度予定刊行物について

(3) 『歴代宝案』校訂本（活字本）第一冊について

(4) 第13回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム（沖縄開

催）および令和２年度档案館参考人招聘

(5) 令和３年度公開歴代宝案Webシステムおよび歴史コラムの

執筆について

３ その他

(1) 令和２年度歴代宝案普及事業について

(2) 令和２年度歴代宝案編集委員会について

第２回 日時：令和３年１月４日～29日

場所：書面審議（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）

内容：１ 審議事項

(1) 宝案概説の作成案について

(2) デジタルアーカイブ公開にかかる事項について

(3) 第４次刊行計画の策定に向けての課題整理、現代語訳に

ついて、補遺編の冊封使録について

２ 報告事項

(1) 第13回琉球・中国交渉史に関するシンポジウム（沖縄開

催）について

(2) 補遺編『歴代宝案』校訂本第１冊（活字本）の奥付について

３ その他

(1)令和２年度歴代宝案編集委員会の開催について

３ 令和２年度刊行物・史料調査等

(1) 令和２年度刊行物一覧

①『沖縄県史だより』第30号（A4判、8頁、1,100部）

②『歴代宝案 訳注本 第８冊』（B5判、608頁、1,000部）
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③『歴代宝案編集参考資料22 歴代宝案 訳註本第８冊 語注一覧表』

（A4判、265頁、1,000部）

④『歴代宝案補遺編１ 歴代宝案校訂本第１冊（活字本）』

（B5判、786頁、1,000部）

⑤『沖縄史料編集紀要』第44号（B5判、102頁、1,100部）

⑥(新訂版)『歴代宝案の栞』〈英語版〉（A4判、14頁、2,000部）

⑦(新訂版)『歴代宝案の栞』〈中国語版簡体字〉（A4判、14頁、4,000部）

⑧(新訂版)『歴代宝案の栞』〈中国語版繁体字〉（A4判、14頁、4,000部）

(2) 史料調査収集事業及び交流事業

①-1 新県史資料調査収集事業

資料収集調査

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

①-2 新県史交流事業

中国第一歴史档案館参考人招聘及び第13回琉球・中国交渉史シンポジウム開催

※ 11月に予定していたが新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

② 琉球王国の交流史に関する史料調査収集事業（沖縄振興特別推進交付金事業）

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

③ 近代沖縄に関する史料調査収集事業（沖縄振興特別推進交付金事業）

近代沖縄史料デジタル化事業にかかる資料調査

調査目的：昨年度に引き続き、植物標本に使用された新聞の中から戦前の沖

縄の新聞を探す。

調査期間：令和2年10月4日（日）～10月9日（金）

調査場所：高知県立牧野植物園及び高知市立自由民権記念館

調 査 員：城間恒宏（指導主事）・納富香織（指導主事）・青山倭子（史料

編集業務員）、我如古朋美（史料編集業務員）

概 要：新聞資料27箱（１箱約600枚）約16,200枚の仕分けを行う。

成 果：明治期の『琉球新報』7点（（M40年3月26日3・4面、M40年4月9日

3・4面、M42年4月18日3・4面、M42年4月23日3・4面、M42年7月2

8日3・4面、M42年7月29日3・4面、42年9月23日3・4面）、『沖縄

新聞』1点（M43年2月24日3・4面）、大正期の『沖縄朝日新聞』

1点（T9年8月2日3・4面）。そのうち『沖縄新聞』『沖縄朝日新

聞』は新発見資料。『琉球新報』7点は国立国会図書館にも所蔵

があるが、いずれも沖縄に原紙がないため貴重。その他、『鹿児

島新聞』等に掲載の沖縄関係記事17点を確認。


